
A1 概念化力 事実から本質を見極める能力（本質追求の原則）、変革の構想を描く能力（構想明瞭化の原則）

問題発見力 環境変化に敏感になる能力（環境変化洞察の原則）、ＩＴを常に念頭に入れる能力（ＩＴ徹底利活用の原則）

俯瞰力 ＩＴＣコンテンツを活用する能力、戦略と実行を合わせる能力（戦略実行整合の原則）、全体視点で考える能力（全体最適の原則）

深耕力 人間関係を構築する能力、分析・評価する能力

継続力 持続的な成長を目指す能力（学習と成長の原則）、変革を続け成長する能力（ＳＰＤＬＩ経営サイクルの原則）

革新力 プロセスを改善・改革する能力、提供価値を問い続ける能力（価値創造の原則）、変化を捉え行動に移す能力（変革認識３Ａの原則）、情報を見える化し活用する能力（変革のための情報共有・知
識集約の原則）、社会からの要請に応える能力（企業価値創造の原則）、戦略とイノベーションを意識する能力（戦略経営とイノベーション経営サイクルの原則）、チャレンジと失敗を許す能力（新し
い領域・事業へのチャレンジの原則）

自分の考えを伝える力 プロフェッショナルの意識を持つ能力、経営者の「思い」を伝え組織を動かす能力（経営者牽引の原則）、変革への本気度を示す能力（経営者のリーダーシップとコミットメントの原則）、変革への
「思い」を語る能力（経営者の思いの形式知化の原則）

相手の考えを理解する力 資質・適性を合わせる意識を持つ能力

共感を呼ぶ力 自己意識を持つ能力、協創意識を持つ能力、合意形成する能力、組織を超えて共創する能力（オープンマインド醸成の原則）

A2 概念化力 事実から本質を見極める能力（本質追求の原則）

問題発見力 環境変化に敏感になる能力（環境変化洞察の原則）、ＩＴを常に念頭に入れる能力（ＩＴ徹底利活用の原則）

俯瞰力 ＩＴＣコンテンツを活用する能力、戦略と実行を合わせる能力（戦略実行整合の原則）、全体視点で考える能力（全体最適の原則）、目的と価値をマネジメントする能力（全体最適の原則）、変革マネ
ジメント自体を目的にしない能力（変革マネジメント合目的性の原則）

深耕力 人間関係を構築する能力、分析・評価する能力

継続力 持続的な成長を目指す能力（学習と成長の原則）、変革を続け成長する能力（ＳＰＤＬＩ経営サイクルの原則）、変化に迅速に適応する能力（変化へのモニタリング＆コントロールの原則）

革新力 プロセスを改善・改革する能力、提供価値を問い続ける能力（価値創造の原則）、変化を捉え行動に移す能力（変革認識３Ａの原則）、情報を見える化し活用する能力（変革のための情報共有・知
識集約の原則）、社会からの要請に応える能力（企業価値創造の原則）

自分の考えを伝える力 プロフェッショナルの意識を持つ能力、経営者の「思い」を伝え組織を動かす能力（経営者牽引の原則）、変革への本気度を示す能力（経営者のリーダーシップとコミットメントの原則）

相手の考えを理解する力 資質・適性を合わせる意識を持つ能力

共感を呼ぶ力 自己意識を持つ能力、協創意識を持つ能力、合意形成する能力、組織を超えて共創する能力（オープンマインド醸成の原則）

A3 概念化力 事実から本質を見極める能力（本質追求の原則）

問題発見力 環境変化に敏感になる能力（環境変化洞察の原則）、ＩＴを常に念頭に入れる能力（ＩＴ徹底利活用の原則）

俯瞰力 ＩＴＣコンテンツを活用する能力、戦略と実行を合わせる能力（戦略実行整合の原則）、全体視点で考える能力（全体最適の原則）、成長を客観的に見る能力（客観的評価の原則）

深耕力 人間関係を構築する能力、分析・評価する能力

継続力 持続的な成長を目指す能力（学習と成長の原則）、変革を続け成長する能力（ＳＰＤＬＩ経営サイクルの原則）、組織能力を高め成熟度を上げる能力（学習と成長の原則）、成果に報いる能力（成長
の評価の原則）

革新力 プロセスを改善・改革する能力、提供価値を問い続ける能力（価値創造の原則）、変化を捉え行動に移す能力（変革認識３Ａの原則）、情報を見える化し活用する能力（変革のための情報共有・知
識集約の原則）、社会からの要請に応える能力（企業価値創造の原則）

自分の考えを伝える力 プロフェッショナルの意識を持つ能力、経営者の「思い」を伝え組織を動かす能力（経営者牽引の原則）、変革への本気度を示す能力（経営者のリーダーシップとコミットメントの原則）

相手の考えを理解する力 資質・適性を合わせる意識を持つ能力

共感を呼ぶ力 自己意識を持つ能力、協創意識を持つ能力、合意形成する能力、組織を超えて共創する能力（オープンマインド醸成の原則）

B 変革の実行シナリオ
を作り、確実に実行・
評価すること  【ＩＴ経
営実現領域】

B1 経営戦略全体のシナ
リオを作り実現するこ
と  【経営戦略プロセ
ス】

ビジネス環境分析手法 ニーズ＆ウォンツの把握、ニーズの分析と優先順位付け、マーケティング環境分析、マーケティング戦略の長所と短所、モデル（待ち行列モデル、販売反応モデル等）、ユーザニーズの把握、価格
感受性、概念、環境要因の分析、技術的環境、競合の戦略の分析、経済環境、現状課題の調査と分析、顧客に対するポジショニング分析と設定、顧客要望、購買決定プロセスの理解、購買決定
者、購買行動に影響を与える要因の理解（文化的要因、社会的要因、個人的要因、心理的要因）、購買行動の理解、購買人口、差別化の検討、最適化ルーチン（微分法、数理計画法、統計的決
定理論、ゲーム理論等）、財務分析、参入障壁の分析、市場セグメントの選択、市場セグメントの評価、市場と市場セグメントの理解と設定、市場の機会と脅威の発見、市場規模、市場細分化（地
理的変数、人口動態変動、心理的変数、行動上の変数等）、市場調査と市場需要の測定、自社の強み分析、自社内のポジショニング分析と設定、社会情勢、需要の弾力性、需要曲線の見積も
り、人口動態環境、人的資源分析、政治、製品またはサービスのライフサイクル段階の分析、製品またはサービスの優位性分析、組織分析、弾力的需要、定量的方法論の適用と実践、統計的
ツールの活用（重回帰、判別分析、因子分析、クラスター分析、コンジョイント分析、多次元尺度法）、非弾力的需要、分析ツールとモデルを活用した投資分野の選定、文化的環境、法的環境、優
先順位の選定
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IT経営プロセスのスキル定義

A ＩＴを活用した事業変
革が当たり前の企業
風土に変えること 【ＩＴ
経営認識領域】

大分
類コー

ド
タスク大分類

中分
類コー

ド
タスク中分類

変化を認識して経営
変革に取り入れること
  【変革認識プロセス】

変革活動を経営レベ
ルでサポートすること 
 【変革マネジメントプ
ロセス】

変革の成果をしっかり
認識し、次の成長に
つなげていくこと  【持
続的成長認識プロセ
ス】
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ビジネス戦略と目標・評価 ＣＳＦ（ＣｒｉｔｉｃａｌＳｕｃｃｅｓｓＦａｃｔｏｒｓ）、ＩＳ投資評価手法、ＩＴ投資効果分析、ＩＴ評価手法、ＫＧＩ（ＫｅｙＧｏａｌＩｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＫＰＩ（ＫｅｙＰｅｒｆｏｒｍａｎｃｅＩｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＫＴ法、ＰＥＳＴ分析、ＷＢＳに関する知識、
ギャップ分析手法、シナリオプランニング、ナレッジマネジメント、ニーズ・ウォンツ分析、バランススコアカード、ヒアリング手法、ビジネスモデリングに関する知識、ビジネス環境分析、ビジネス戦略
立案、ベンチマーク、ポジショニング、リスクマネジメント、リスク分析手法、仮説構築法、企業競争力の分析手法、競合分析、業務分析手法、構造化手法、差異分析手法、成果の定量評価に関す
る知識、戦略マネジメントに関する知識、戦略目標、当該分野のソリューション市場に関する知識

業界動向把握の手法 インダストリビジネス動向、技術動向、競合状況の把握、インダストリ固有業務内容の把握と活用、インダストリ別ビジネス慣行の把握と活用、インダストリ別事業環境の把握と活用、インダストリ
用語、関連法規の把握と活用、業界環境と関連規制の把握、業界固有ニーズ／ウォンツの把握と活用、業界動向の把握と活用、業界内競合他社情報の把握、業界標準、業界基準、通達、最新
業界動向の把握、市場分析結果の把握と活用、新規参入者の把握

経営管理システム ＣＲＭ、ＥＲＰ、ＳａａＳ、ＳＣＭ（ＳｕｐｐｌｙＣｈａｉｎＭａｎａｇｅｍｅｎｔ）、ＳＦＡ（ＳａｌｅｓＦｏｒｃｅＡｕｔｏｍａｔｉｏｎ）、ＳＯＡ（ＳｅｒｖｉｃｅＯｒｉｅｎｔｅｄＡｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）、ナレッジマネジメント、意思決定支援、企業内情報ポー
タル（ＥＩＰ）

経営戦略手法 ３Ｃモデル、３Ｃ分析、５Ｆｏｒｃｅｓ、６Ｗ１Ｈ、７Ｓ、ＣＳＦ（ＣｒｉｔｉｃａｌＳｕｃｃｅｓｓＦａｃｔｏｒｓ）、Ｍ＆Ａ、ＰＤＣＡサイクル（経営戦略立案）、ＰＤＣＡサイクル（経営分析）、ＰＰＭ、アウトソーシング、アライアンス、
インキュベータ、エンジニアリングシステム分野とビジネスシステム分野における情報システムの活用、グループ経営、コアコンピタンス、シェアドサービス、バランススコアカード、バリューチェーン
分析手法、ブルーオーシャン戦略、関連法規の理解と遵守、企業会計、企業理念、競合分析手法、競争戦略、経営管理、経営工学、経営戦略の基礎（経営戦略の理論や手法）、経営戦略の基礎
（顧客の要求・要望）、経営組織（事業部制、カンパニ制、ＣＩＯ、ＣＥＯほか）、差別化戦略、情報システム評価手法、情報戦略、成長マトリクス、連関図手法／ロジックツリー、ＳＷＯＴ分析

最新技術動向把握の手法 アプリケーションに関わる技術動向の把握、インダストリアプリケーション設計の実践、インダストリ共通アプリケーションに関する知識の活用、インダストリ固有アプリケーションに関する知識の活
用、ビジネス特許に関わる技術動向の把握、業務別アプリケーション設計の実践、業務別関連技術情報の把握と活用、業務別最適プラットフォーム選定、国際標準、業界標準、最新アプリケー
ションパッケージ動向の把握、最新インダストリアプリケーション動向の把握、最新ファシリティ、ネットワーク製品技術動向の把握と活用、最適プラットフォーム選定、先端技術、注目技術、国内外
のＩＴ市場規模と動向の把握、最新システム管理技術動向の把握、最新セキュリティ技術動向の把握、最新データベース技術動向の把握、最新ネットワーク技術動向の把握、最新ハードウェア技
術動向の把握、最新ミドルウェア技術動向の把握、最新プラットフォーム技術動向の把握、次世代のｅビジネスとその発展の把握

市場調査手法 ＡＳＰ、ＩＴ業界の動向（事例）、ＳａａＳ、ＳＯＡ、マクロ環境分析、仮説検証、競合分析、業務システム提案、業務パッケージ、顧客分析、市場の需要測定、市場の定義、市場機会の分析、市場全体
の把握、市場調査の実施、市場調査の設計、市場調査計画の作成、市場調査目的の設定、市場動向及び他社動向の把握、市場分析、情報の収集、情報の分析、調査・分析手法、内部環境分析
（自社の強みと弱みの分析）

（戦略）システム戦略立案手法 戦略分析手法 ＳＷＯＴ分析、インタビュー、コンセプト・モデリング、データ・マイニング、バランス・スコアカード、ビジネス・ケース、ビジネス・モデル、ビジネス・モデル・キャンバス、ビジネス能力分析、フォーカス・
グループ、ブレーンストーミング、プロセス・モデリング、プロセス分析、プロトタイピング、ベンダー評価、ベンチマークと市場分析、マインド・マッピング、リスクの分析とマネジメント、ワークショップ、
意思決定モデリング、課題トラッキング、観察、機能分解、教訓、決定分析、根本原因分析、財務分析、受け入れ基準と評価基準、組織モデリング、調査やアンケート、評価指標と重要業績評価指
標（ＫＰＩ）、文書分析

（戦略）業務動向把握手法 業務動向の把握手法 インダストリ知識、慣習の把握と活用、業務引継ぎ、業務指示、業務内容、特性の把握と活用、業務別システム導入事例の把握と活用、業務別関連法規制の把握と活用、業務別規制状況の把握
と活用、業務別最新動向の把握と活用、業務別事業環境の把握と活用、業務別標準技術の把握と活用、社会環境の把握と活用、情報化と経営、特性の把握、活用、内部統制、汎用業務内容

インダストリ知識 インダストリビジネス動向、インダストリビジネス動向、技術動向、競合状況の把握、インダストリ共通アプリケーションに関する知識の活用、インダストリ固有アプリケーションに関する知識の活
用、インダストリ固有業務内容の把握と活用、インダストリ別ビジネス慣行の把握と活用、インダストリ別事業環境の把握と活用、インダストリ用語、関連法規の把握と活用、関連法規の把握と活
用、技術動向、競合状況の把握

エンジニアリングシステム ＣＡＥ、ＭＲＰ、ＰＤＭ、エンジニアリングシステムの意義と目的、生産管理システム

ビジネスシステム ＰＯＳシステム、Ｗｅｂ会議システム、ＸＢＲＬ、スマートグリッド、ユビキタスコンピューティング、医療情報システム、金融情報システム、公共情報システム、電子政府、物流情報システム、流通情報
システム、ＩｏＴ

産業機器 医療機器、運輸機器／建設機器、工業制御／ＦＡ機器／産業機器、設備機器、通信設備機器、分析機器・計測機器

民生機器 ＡＶ機器、コンピュータ周辺／ＯＡ機器、家電機器、教育・娯楽機器、業務用端末機器、個人用情報機器（携帯電話、スマートフォン、タブレット端末ほか）、民生用通信端末機器

経営・組織論 ＡＢＣ（ＡｃｔｉｖｉｔｙＢａｓｅｄＣｏｓｔｉｎｇ）、ＡＢＭ（ＡｃｔｉｖｉｔｙＢａｓｅｄＭａｎａｇｅｍｅｎｔ）、ＢＣＰ、ＣＳＲ、ＩＲ、ＰＤＣＡ、ＴＱＭ、アーンド・バリュー・マネージメント、キャッシュフロー経営、グリーンＩＴ、グループ経営、
ＢＰＲ（ＢｕｓｉｎｅｓｓＰｒｏｃｅｓｓＲｅｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ）、グループ経営管理システム、コーポレートアイデンティティ、コーポレートガバナンス、コスト・効果性分析、コスト・便益分析、サービス継続性管理に関
する知識、バックアップ手法とその所用時間・リカバリー時間に関する知識、ヒューマンリソース（ＯＪＴ、目標管理、ケーススタディ、裁量労働制ほか）、リスクアセスメント、リスクマネジメント、リスク
条件下・意思決定手法（期待価値意思決定、期待変動および意思決定、モンテカルロ分析、決定樹、完全情報の期待価値）、株式公開（ＩＰＯ）、経営管理、経営組織（事業部制、カンパニ制、ＣＩＯ、
ＣＥＯほか）、見積もり手法（熟練者判断、類推、分割見積もり、パラメータ化手法、統計的手法）、行動科学（リーダシップ、コミュニケーション、テクニカルライティング、プレゼンテーション、ネゴシ
エーション、モチベーションほか）、最適化分析（ｄｏｍｉｎａｎｃｅ、ｓａｔｉｓｆｉｃｉｎｇ、ｌｅｘｉｃｏｇｒａｐｈｙ）、事業継続計画の事例、人材に関する留意事項（メンタルヘルス）、人材に関する留意事項（労働法）、人
材マネジメント、人材戦略（ＨＲシステム）、人材戦略（組織構造）、想定される災害（地震、テロ等）の規模と影響範囲に関する知識、損益分岐点分析、多属性評価（無次元定量、付加的重みづけ、
解析的階層プロセス）、不確実条件下・意思決定手法（ＬａｐｌａｃｅＲｕｌｅ、ＭａｘｉｍｉｎＲｕｌｅ、ＭａｘｉｍａｘＲｕｌｅ、ＨｕｒｗｉｃｚＲｕｌｅ、ＭｉｎｉｍａｘＲｅｇｒｅｔＲｕｌｅ）、利得志向・意思決定分析

会計・財務 ＩＦＲＳ、インフレーション、キャッシュフロー（キャッシュフロー・インスタンス、キャッシュフロー・ストリーム、キャッシュフロー・ダイヤグラム）、キャッシュフロー会計、コスト、コスト算定、ＴＯＣ、コスト・
センタ、コスト・モデル、コントローリング、プログラム、プロジェクト、プロジェクトライフサイクル、プロダクト、プロダクトライフサイクル、ポートフォリオ、リースとレンタル、価値および価格設定、価値
評価（現在価値、将来価値、年当たり相当値、内部収益率、割引払い戻し期間）、課税、会計、会計基準、管理会計、管理会計（原価計算）、管理会計（損益分岐点分析）、業務性計量、経済と政
策、経済学、経済活動と市場原理、経済性計算、経済的効率（プロダクト複雑性、品質要求、時間的制約、プロセス能力、チーム分散、割り込み、特徴の乱変化、ツール・プログラミング）、経済的
生産性、計画基準期間、研究開発費とソフトウェア会計、原価、減価償却、交換および退役撤収決定、財政、財務会計、財務会計（Ｂ／Ｓ（貸借対照表））、財務会計（Ｐ／Ｌ（損益計算書））、財務指
標、財務諸表、資金計画と資金管理、資産管理、時価主義会計、終結計量、税効果会計、損益分岐点、通貨の時間価値、提案、投資決定、年金会計、連結会計

OR・IE ＰＥＲＴ／ＣＰＭ、ゲーム理論、解模索戦略の設計、系統的定式化、検査手法（ＯＣ曲線、サンプリング、シミュレーションほか）、在庫問題、線形計画法（ＬＰ）、抽象化、品質管理手法（ＱＣ七つ道具、
新ＱＣ七つ道具ほか）、分析手法（作業分析、ＰＴＳ法、ワークサンプリング法ほか）、問題分析

ビジネスプロセスマネジメント ５Ｗ、ＢＰＲ、ＣＴＱ、ＤＭＡＤＶ、ＤＭＡＩＣ、ＩＧＯＥ、ＳＩＰＯＣ、ＴＯＣ思考プロセス、カイゼン・イベント、コスト分析、サイクルタイム分析、シックス・シグマ、ドラム・バッファ・ロープ、バリュ・ストリーム分
析、プロセス・シミュレーション、リーン、継続的改善、故障モード影響分析、制約理論、総合的品質管理、適応型ケース・マネジメント、品質機能展開、付加価値分析

創造力 問題発見力 環境変化に敏感になる能力（環境変化洞察の原則）、ＩＴを常に念頭に入れる能力（ＩＴ徹底利活用の原則）
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知識項目
スキル
大分類

スキル分類 スキル項目
大分

類コー
ド

タスク大分類
中分

類コー
ド

タスク中分類

俯瞰力 ＩＴＣコンテンツを活用する能力、戦略と実行を合わせる能力（戦略実行整合の原則）、全体視点で考える能力（全体最適の原則）、身の丈に合ったＩＴ導入から始める能力（ＩＴ経営の成熟度の原
則）、企業理念と整合させる能力（企業理念との整合の原則）、強みを認識して強化する能力（コアコンピタンスとトータルコンピタンスの原則）、内・外部資源の有効活用を図る能力（最適資源配分
の原則）

深耕力 人間関係を構築する能力、分析・評価する能力、経営戦略と収益をリンクさせる能力（収益性の原則）

継続力 持続的な成長を目指す能力（学習と成長の原則）

革新力 プロセスを改善・改革する能力、提供価値を問い続ける能力（価値創造の原則）、価値に基づく能力（価値前提に基づく経営の原則）、ＩＴの可能性を引き出す能力（ＩＴ積極的活用の原則）、仕事の
固定観念を捨てる能力（新たな可能性追求の原則）、業務とＩＴの足並みをそろえる能力（業務改革・ＩＴ戦略協調の原則）

自分の考えを伝える力 プロフェッショナルの意識を持つ能力、経営者の「思い」を伝え組織を動かす能力（経営者牽引の原則）

相手の考えを理解する力 資質・適性を合わせる意識を持つ能力

共感を呼ぶ力 自己意識を持つ能力、協創意識を持つ能力、合意形成する能力

B2 経営戦略を支える業
務の改革のシナリオ
を作り実現すること  
【業務改革プロセス】

ビジネス環境分析手法 ニーズ＆ウォンツの把握、ニーズの分析と優先順位付け、マーケティング環境分析、マーケティング戦略の長所と短所、モデル（待ち行列モデル、販売反応モデル等）、ユーザニーズの把握、価格
感受性、概念、環境要因の分析、技術的環境、競合の戦略の分析、経済環境、現状課題の調査と分析、顧客に対するポジショニング分析と設定、顧客要望、購買決定プロセスの理解、購買決定
者、購買行動に影響を与える要因の理解（文化的要因、社会的要因、個人的要因、心理的要因）、購買行動の理解、購買人口、差別化の検討、最適化ルーチン（微分法、数理計画法、統計的決
定理論、ゲーム理論等）、財務分析、参入障壁の分析、市場セグメントの選択、市場セグメントの評価、市場と市場セグメントの理解と設定、市場の機会と脅威の発見、市場規模、市場細分化（地
理的変数、人口動態変動、心理的変数、行動上の変数等）、市場調査と市場需要の測定、自社の強み分析、自社内のポジショニング分析と設定、社会情勢、需要の弾力性、需要曲線の見積も
り、人口動態環境、人的資源分析、政治、製品またはサービスのライフサイクル段階の分析、製品またはサービスの優位性分析、組織分析、弾力的需要、定量的方法論の適用と実践、統計的
ツールの活用（重回帰、判別分析、因子分析、クラスター分析、コンジョイント分析、多次元尺度法）、非弾力的需要、分析ツールとモデルを活用した投資分野の選定、文化的環境、法的環境、優
先順位の選定

ビジネス戦略と目標・評価 ＣＳＦ（ＣｒｉｔｉｃａｌＳｕｃｃｅｓｓＦａｃｔｏｒｓ）、ＩＳ投資評価手法、ＩＴ投資効果分析、ＩＴ評価手法、ＫＧＩ（ＫｅｙＧｏａｌＩｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＫＰＩ（ＫｅｙＰｅｒｆｏｒｍａｎｃｅＩｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＫＴ法、ＰＥＳＴ分析、ＷＢＳに関する知識、
ギャップ分析手法、シナリオプランニング、ナレッジマネジメント、ニーズ・ウォンツ分析、バランススコアカード、ヒアリング手法、ビジネスモデリングに関する知識、ビジネス環境分析、ビジネス戦略
立案、ベンチマーク、ポジショニング、リスクマネジメント、リスク分析手法、仮説構築法、企業競争力の分析手法、競合分析、業務分析手法、構造化手法、差異分析手法、成果の定量評価に関す
る知識、戦略マネジメントに関する知識、戦略目標、当該分野のソリューション市場に関する知識

業界動向把握の手法 インダストリビジネス動向、技術動向、競合状況の把握、インダストリ固有業務内容の把握と活用、インダストリ別ビジネス慣行の把握と活用、インダストリ別事業環境の把握と活用、インダストリ
用語、関連法規の把握と活用、業界環境と関連規制の把握、業界固有ニーズ／ウォンツの把握と活用、業界動向の把握と活用、業界内競合他社情報の把握、業界標準、業界基準、通達、最新
業界動向の把握、市場分析結果の把握と活用、新規参入者の把握

経営管理システム ＣＲＭ、ＥＲＰ、ＳａａＳ、ＳＣＭ（ＳｕｐｐｌｙＣｈａｉｎＭａｎａｇｅｍｅｎｔ）、ＳＦＡ（ＳａｌｅｓＦｏｒｃｅＡｕｔｏｍａｔｉｏｎ）、ＳＯＡ（ＳｅｒｖｉｃｅＯｒｉｅｎｔｅｄＡｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）、ナレッジマネジメント、意思決定支援、企業内情報ポー
タル（ＥＩＰ）

経営戦略手法 ３Ｃモデル、３Ｃ分析、５Ｆｏｒｃｅｓ、６Ｗ１Ｈ、７Ｓ、ＣＳＦ（ＣｒｉｔｉｃａｌＳｕｃｃｅｓｓＦａｃｔｏｒｓ）、Ｍ＆Ａ、ＰＤＣＡサイクル（経営戦略立案）、ＰＤＣＡサイクル（経営分析）、ＰＰＭ、アウトソーシング、アライアンス、
インキュベータ、エンジニアリングシステム分野とビジネスシステム分野における情報システムの活用、グループ経営、コアコンピタンス、シェアドサービス、バランススコアカード、バリューチェーン
分析手法、ブルーオーシャン戦略、関連法規の理解と遵守、企業会計、企業理念、競合分析手法、競争戦略、経営管理、経営工学、経営戦略の基礎（経営戦略の理論や手法）、経営戦略の基礎
（顧客の要求・要望）、経営組織（事業部制、カンパニ制、ＣＩＯ、ＣＥＯほか）、差別化戦略、情報システム評価手法、情報戦略、成長マトリクス、連関図手法／ロジックツリー、ＳＷＯＴ分析

最新技術動向把握の手法 アプリケーションに関わる技術動向の把握、インダストリアプリケーション設計の実践、インダストリ共通アプリケーションに関する知識の活用、インダストリ固有アプリケーションに関する知識の活
用、ビジネス特許に関わる技術動向の把握、業務別アプリケーション設計の実践、業務別関連技術情報の把握と活用、業務別最適プラットフォーム選定、国際標準、業界標準、最新アプリケー
ションパッケージ動向の把握、最新インダストリアプリケーション動向の把握、最新ファシリティ、ネットワーク製品技術動向の把握と活用、最適プラットフォーム選定、先端技術、注目技術、国内外
のＩＴ市場規模と動向の把握、最新システム管理技術動向の把握、最新セキュリティ技術動向の把握、最新データベース技術動向の把握、最新ネットワーク技術動向の把握、最新ハードウェア技
術動向の把握、最新ミドルウェア技術動向の把握、最新プラットフォーム技術動向の把握、次世代のｅビジネスとその発展の把握

システム化戦略手法 ＡＮＳＩ、バランススコアカード、ＣＲＵＤ分析、ＣＳＦ（ＣｒｉｔｉｃａｌＳｕｃｃｅｓｓＦａｃｔｏｒ）、ＥＡ（エンタープライズアーキテクチャ）、ＥＲ図、ＩＥＣ、ＩＥＥＥ、ＩＥＴＦ、ＩＳＯ、ＩＴＵ、ＩＴポートフォリオモデル、ＪＳＡ、ＫＧＩ
（ＫｅｙＧｏａｌＩｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＫＪ法、ＫＰＩ（ＫｅｙＰｅｒｆｏｒｍａｎｃｅＩｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＭＥＣＥ（ミーシー）、Ｗ３Ｃ、システムライフサイクル、システム化戦略の策定、データフローダイアグラム（ＤＦＤ）、ビジネスプロ
セスモデリング、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスモデル、プレスリリース、プログラムマネジメント、ベンダーの新製品情報、モデリング、ユーザのビジョン、ゴール、ビジネス戦
略の把握、リスク分析手法、業界団体、業務パッケージを利用したシステム化戦略策定、業務モデル、業務分析手法、経済産業省などの公的機関の調査報告（特許動向など）、情報システムモデ
ル、情報資産の識別方法（情報・データ、システム、人材、文書）、情報資産の評価方法（機密性、完全性、可用性に関する重要度、致命度、危険度）、情報資産台帳の内容、先進事例、全体最適
化、標準化団体が主催する会合等への参加、標準化団体の発行物

システム活用促進・評価 ＢＩツールに関する知識、情報システムモデル、ＩＴ活用教育の事例、ＰＤＣＡサイクル（定期的レビュー、評価のフィードバックとアクション）、システム廃棄、システム利用実態の評価・検証、チェンジ
マネジメント、ディジタルディバイド、データの戦略的活用事例、データ活用、ナレッジマネジメント、バランススコアカード、ヒアリング手法、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスモデ
ル、プロジェクト・チームのマネジメント、モチベーションマネジメント、仮説構築法、業務モデル、業務改善、業務分析手法、原因分析（ブレーンストーミング、アンケート調査、資料調査、面接調査、
各種データ収集、分析、加工）、構造化手法、差異分析手法、情報システムユーザー利用実態の調査（モニタリング、目標達成度）、情報リテラシ、情報リテラシー教育事例、人材育成計画、統計
解析手法、評価指標（ＫＧＩ・ＫＰＩ）の評価方法、評価制度（評価指標）、普及啓発、分析手法（作業分析、ＰＴＳ法、ワークサンプリング法ほか）、問題解決手法、ＣＳＦ（ＣｒｉｔｉｃａｌＳｕｃｃｅｓｓＦａｃｔｏｒｓ）

ソリューションビジネス ＡＳＰ、ＳＯＡ、クラウドコンピューティング（ＳａａＳ、ＰａａＳ、ＩａａＳほか）、ソリューションビジネスの種類とサービス形態、業務パッケージ、問題解決支援

業務プロセス ＢＰＯ、ＳＦＡ、オフショア、ビジネスプロセスマネジメント（ＢＰＭ）、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスプロセス表記手法、ビジネスモデル、業務モデル、業務改善、業務設計、業
務分析、製品・サービスのライフサイクル、製品のライフサイクル

情報システム戦略 ＡＳＰ（ＡｐｐｌｉｃａｔｉｏｎＳｅｒｖｉｃｅＰｒｏｖｉｄｅｒ）、ＢＰＯ（ＢｕｓｉｎｅｓｓＰｒｏｃｅｓｓＯｕｔｓｏｕｒｃｉｎｇ）、バランススコアカード、ＩＴポートフォリオモデル、ＩＴ業界の動向（事例）、ＩＴ経営力指標、ＩＴ投資マネジメント、エ
ンタープライズアーキテクチャ（ＥＡ）、クロスライセンス契約に関する知識、コントロールフレームワーク、システムオーナ、システムライフサイクル、システム構造、システム方式に関する知識（ハー
ドウェア・ソフトウェア・手作業の機能分割、ハードウェア方式、ソフトウェア方式、アプリケーション方式・ＩＳ企画）、ソフトウェア契約に関する知識、データオーナ、ビジネスプロセスマネジメント（ＢＰ
Ｍ）、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスプロセス表記手法、ビジネスモデル、ビジネス環境分析手法、プログラムマネジメント、プロセスフレームワーク、ベンチマーク、ライセン
ス契約に関する知識、リスク分析手法、下請法、開発投資対効果、業務モデル、業務設計、業務分析手法、情報システムモデル、情報システム戦略の意義と目的、情報システム戦略実行マネジメ
ント、情報システム戦略評価、情報化推進体制、情報化投資計画、正味現在価値法（ＮＰＶ：ＮｅｔＰｒｅｓｅｎｔＶａｌｕｅ）、製品知識製品動向（事例）、全体最適化、全体最適化計画、全体最適化方針、単
純回収期間法（Ｐａｙ－ｂａｃｋＰｅｒｉｏｄｍｅｔｈｏｄ）、投資資本利益率（ＲＯＩ：ＲｅｔｕｒｎＯｎＩｎｖｅｓｔｍｅｎｔ）、品質統制（品質統制フレームワーク）
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実行・実践力

コミュニケーション力
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（戦略）システム戦略立案手法

（戦略）市場機会の評価と選定
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知識項目
スキル
大分類

スキル分類 スキル項目
大分

類コー
ド

タスク大分類
中分

類コー
ド

タスク中分類

戦略分析手法 ＳＷＯＴ分析、インタビュー、コンセプト・モデリング、データ・マイニング、バランス・スコアカード、ビジネス・ケース、ビジネス・モデル、ビジネス・モデル・キャンバス、ビジネス能力分析、フォーカス・
グループ、ブレーンストーミング、プロセス・モデリング、プロセス分析、プロトタイピング、ベンダー評価、ベンチマークと市場分析、マインド・マッピング、リスクの分析とマネジメント、ワークショップ、
意思決定モデリング、課題トラッキング、観察、機能分解、教訓、決定分析、根本原因分析、財務分析、受け入れ基準と評価基準、組織モデリング、調査やアンケート、評価指標と重要業績評価指
標（ＫＰＩ）、文書分析

（戦略）業務動向把握手法 業務動向の把握手法 インダストリ知識、慣習の把握と活用、業務引継ぎ、業務指示、業務内容、特性の把握と活用、業務別システム導入事例の把握と活用、業務別関連法規制の把握と活用、業務別規制状況の把握
と活用、業務別最新動向の把握と活用、業務別事業環境の把握と活用、業務別標準技術の把握と活用、社会環境の把握と活用、情報化と経営、特性の把握、活用、内部統制、汎用業務内容

システム化計画 ＩＳＯ２００００、ＩＴＩＬ（サービスデリバリ：キャパシティ管理、ＩＴサービス継続性管理、可用性管理）、ＩＴＩＬ（サービスデリバリ：サービスレベル管理、ＩＴサービス財務管理）、ＩＴポートフォリオ、システムラ
イフサイクル、システム化基本方針、システム化構想、チェンジマネジメント、バランススコアカード、プロジェクト推進体制、改善データ収集、開発投資対効果、業務改善技法（ＥＲＤ、ＤＦＤ、ワーク
フロー、ビジネスプロセスモデリングなど）、業務改善定着（業務改善計画、業務改善体制、実行管理、ユーザＩＴスキル向上、ＴＱＣなど）、原因分析（ブレーンストーミング、アンケート調査、資料調
査、面接調査など）、資産価値評価（ＲＯＩ、現在価値分析）、情報システムユーザ利用実態の調査（モニタリング、目標達成度）、情報システム導入リスク分析、全体開発スケジュール、投資の意思
決定法（ＰＢＰ、ＤＣＦ法ほか）、問題解決技法（ＩＥ分析技法、ＯＣ曲線、管理図、ＫＪ法、図解、グラフ、デシジョンテーブルなど）、要員教育計画

システム企画立案手法 ＢＰＭＮ、ＤＣＦ法、ＤＦＤ、ＤＭＭ、ＥＲＤ、ＩＳＯ９０００シリーズ、ＩＴＩＬ（ＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙＩｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅＬｉｂｒａｒｙ）、ＫＪ法、ＭＮ法、ＵＭＬ、アライアンス、コーポレートガバナンス、システム運用
管理、システム化計画の策定、システム化戦略の策定、システム開発技術、システム開発方法論、システム技術、システム計画書の記述形式標準、システム信頼性、ステークホルダ・マネジメン
ト、ソフトウェアライフサイクルプロセス（ＳＬＣＰ）、ソフトウェア開発手法、ソフトウェア製品の投資、損益モデルの理解、ソフトウェア製品開発計画の策定、ソフトウェア製品企画の策定、ソフトウェア
製品企画の提案、ソフトウェア品質測定手法、ソフトウェア保守の形態に関する知識、データモデリング、データ設計、データ分析、テスト手法、バランススコアカード、バリューチェーン分析手法、パ
レート図、ヒアリング手法、ビジネスプロセス、ビジネスプロセスマネジメント（ＢＰＭ）、ビジネスプロセスモデリング、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスプロセス分析・表記手法、
ビジネスモデル、ビジネス環境分析手法、プログラムマネジメント、プロジェクト管理、プロジェクト計画策定手法、プロジェクト評価手法、プロセス成熟度、ベストプラクティス、ベンチマーク、マーケ
ティング、ユーザ、経営者の要望把握、リスクマネジメント、リスク定量評価指標、リスク分析、リスク分析手法、開発プロジェクト体制構築に関する知識、開発環境稼働状況管理に関する知識、開
発環境構築に関する知識、開発投資対効果、開発方法論全般、管理図、関係法規（知的所有権関連法規、労働関係法規など）、競合分析手法、業務システム提案、業務パッケージ、業務フロー
図、業務プロセス分析、業務モデル、業務設計、業務分析手法、経営管理の知識、経営組織（事業部制、カンパニ制、ＣＩＯ、ＣＥＯほか）、経営分析手法、建築基準法第二章建築物の敷地、見積り
手法、原因結果分析、原価管理、顧客要求仕様の理解、構造及び建築設備、国際標準・国内標準、国際標準ＩＳＯ／ＩＥＣ２００００、差異分析手法、事業戦略、実行計画策定手法、消防法第二章火
災の予防・第四章消防の設備等、情報システムモデル、情報システム評価手法、情報セキュリティ、情報リテラシー、情報化推進体制、情報化投資計画、生産性評価手法、戦略目標、全体開発ス
ケジュール立案に関する知識、全体最適化、組織能力評価手法、組織論一般、知的所有権関連法規（著作権法、特許法、不正競争防止法など）、統合マネジメント、特性要因図、内部統制、標準
化、評価指標（ＫＧＩ・ＫＰＩ）の把握方法・タイミング、評価指標（ＫＧＩ・ＫＰＩ）の評価方法、品質管理、品質計画、品質保証、目的機能展開、問題解決手法、労働関係法規

技術問題解決手法 技術問題解決手法の活用と実践

調達計画・実施 ＲＦＣ（ＲｅｑｕｅｓｔｆｏｒＣｈａｎｇｅ）、アウトソーシングに関する知識、アンケート技法に関する知識、インソーシング／アウトソーシング、サポート、ソフトウェア、ソフトウェアのサプライチェーンマネジメン
ト、ソフトウェア資産管理、テスト／評価／ベンチマーク、ハードウェア、リスククライシスの事例、リスク対策に関する知識（回避予防軽減移転保有）、契約／ＲＦＰ（ＲｅｑｕｅｓｔｆｏｒＰｒｏｐｏｒｓａｌ）、見積
書、見積書の記述項目、現行環境分析に関する知識、構築／購入、情報機器導入計画の記述項目、新情報機器要件の把握に関する知識、著作権管理に関する知識、調達の条件、調達の条件
に関する知識、調達の要求事項、調達の要求事項に関する知識、調達リスク分析、調達計画、調達選定、調達選定に関する知識、提案依頼書（ＲＦＰ）、提案書、提案書の記述項目、提案評価の
際の評価項目および選定基準に関する知識、提案評価基準、特許申請に関する知識、内外作基準、内外作基準に関する知識、秘密保持契約（ＮＤＡ）、品質

（実装）　見積り手法 規模の見積手法 スケジュール最適化（クリティカルパス、ＰＥＲＴ、ガントチャートなど）、パラメトリック・モデリング、ファンクションポイント法（ＦＰ試算法、ＦＰ概算法、ＩＦＰＵＧ法）、プログラム規模見積り（ＬＯＣ法）、ボ
トムアップ見積り、規模の見積り（ＬＯＣ／ＦｕｎｃｔｉｏｎＰｏｉｎｔ／ＣＯＣＯＭＯなど）、係数見積り（基準値法、ＣＯＣＯＭＯ）、熟練者の判定として形式化された経験、類推見積り（類推法、デルファイ法）

協働の管理手法 ステークホルダー・リスト、マップ、ペルソナ、リスクの分析とマネジメント、協働ゲーム、教訓

ビジネスソリューション変更管
理手法

ＳＷＯＴ分析、インタビュー、スコープ・モデリング、データ・フロー図（ＤＦＤ）、データ・モデリング、バランス・スコアカード、ビジネス・ケース、ビジネス・モデル・キャンバス、ビジネス・ルール分析、ビジ
ネス能力分析、フォーカス・グループ、ブレーンストーミング、プロセス・モデリング、ベンダー評価、ペンチマークと市場分析、マインド・マッピング、ユーザー・ストーリー、ユースケースとシナリオ、機
能分解、教訓、決定分析、見積り、財務分析、組織モデリング、文書分析、ワークショップ

ソリューション価値測定手法 インタビュー、データ・マイニング、ビジネス・ケース、ベンダー評価、ベンチマークと市場分析、ユースケースとシナリオ、リスクの分析とマネジメント、観察、決定分析、根本原因分析、受け入れ基
準と評価基準、調査やアンケート、非機能要求分析、評価指標と重要業績評価指標（ＫＰＩ）、フォーカス・グループ、プロトタイピング

クラウドコンピューティン
グ基礎

ＩＡＡＳ、ＰＡＡＳ、ＳＡＡＳ、ハイブリッドクラウド、パブリッククラウド、プライベートクラウド

クラウドコンピューティング利用 ３つの技術分野と５つの非機能要件、アイデンティティ管理、クラウドコンピューティングにおける各種の標準、クラウドコンピューティングの使用をサポートする、クラウドサービスに求められるもの、
クラウドサービスの特殊性、クラウドと社内システムとの連携、セキュリティとクラウド、ビジネスケース、導入の評価

システム要件定義 アクセス統合設計に関する知識、アプリケーション開発ツールに関する知識、アプリケーション開発に関連する規格及びモデルに関する知識、アプリケーション構造の知識、アプリケーション統合
設計に関する知識、アプリケーション保守設計の知識、インシデント管理問題管理、変更管理プロセス設計に関する知識、キャパシティ設計に関する知識、キャパシティ要件定義に関する知識、シ
ステムの評価と改善に関する知識、システム化戦略策定の知識、システム管理運用設計に関する知識、システム分析と要求定義（機能要求／非機能要求の明確化）、システム分析と要求定義
（要求定義）、システム分析と要求定義（要求分析手法）、システム分析と要求定義のレビュー（システム要求仕様のレビュー）、システム要件の評価、システム要件定義（機能、能力、業務・組織及
び利用者の要件、設計制約条件、適格性確認要件ほか）、シミュレータに関する知識、セキュリティ設計に関する知識、セキュリティ設計の知識、ソフトウェア開発に関連する規格及びモデルに関
する知識、ソフトウェア製造の知識に関する知識、チェックリスト分析に関する知識、データベースアクセス設計の知識、データモデリングに関する知識、データ統合設計に関する知識、テストに関
する知識に関する知識、デバッガに関する知識、トランザクション設計の知識、ニーズの分析と優先順位付けに関する知識、ネットワークに関する知識、ネットワーク設計に関する知識、パフォーマ
ンス設計に関する知識、バリューチェーン分析に関する知識、プラットフォーム設計（ＯＳ、ミドルウェアなど）に関する知識、プラットフォーム設計に関する知識、プラットフォーム選定に関する知識、
プロセス統合設計に関する知識、プロダクトポートフォリオマネジメント（ＰＰＭ）モデル、マイルストーンの明確化に関する知識、ユーザインタフェース統合設計に関する知識、ユーザ要求、プロジェ
クト範囲、目的の明確化に関する知識、移行要件の記述項目、運用、操作要件の記述項目、可用性設計に関する知識、開発ツール評価技術、開発環境要件の記述項目、開発工程に関する知識
（サブプロセス、メジャメント、要員配置、ツール、成果物など）、外部設計知識に関する知識、拡張性設計の知識、拡張性要件定義に関する知識、監視方式に関する知識、機能モデルの記述項
目、技術要件の記述項目、現行ＩＴ環境分析に関する知識、現行業務フローの記述項目、構成管理ツールに関する知識、資源要求の調査に関する知識、事業ライフサイクル（導入期、成長期、成
熟期、衰退期）モデル、情報システム調査分析手法、情報システム評価手法、状況レビュー会議の運営に関する知識、新機能要件の記述項目、新業務フローの記述項目、性能設計の知識、性能
要件定義に関する知識、正常、異常時の運用方式と運用フロー設計に関する知識、内部設計知識に関する知識、品質要件の記述項目、物理データ構造設計に関する知識、文書レビューに関す
る知識、変更管理プロセス設計に関する知識、保守の知識に関する知識、目標の設定に関する知識、問題、課題の明確化に関する知識、要求の獲得と調整（マインドマップによる要求獲得）、要
求の獲得と調整（ユースケース図による要求整理）、要求事項評価に関する知識、要件の定義と文書化に関する知識、要件調査の実施に関する知識、要件定義に関する知識、論理データ構造の
知識

システムインテグレーションと
アーキテクチャ

インフラストラクチャ、ミドルウェア、プラットフォーム、エンタープライズアーキテクチャ（ＥＡ）、コンポーネント、インタフェース、インテグレーション、システムアーキテクチャ、テスト／評価／ベンチ
マーク、技法：データウェアハウス、拡張フレームワーク、ラッパー、グルー、ファサード、情報アーキテクチャ、大組織の統合アプリケーション（ＣＲＭ、ＥＲＰ）、表記／モデリング

IT基盤構築プロセス システムの評価と改善、システム化要件定義、システム計画策定、システム方式設計、セキュリティ監査、セキュリティ方針と対策基準の策定、移行設計、構築とテスト、障害管理、保守
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（支援活動）　チェンジマネジメン
ト手法

（システム）　クラウドコンピュー
ティングの基礎技術

（開発）　システムアーキテクティ
ング技術

（戦略）システム戦略立案手法

（企画）システム企画立案手法
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知識項目
スキル
大分類

スキル分類 スキル項目
大分

類コー
ド

タスク大分類
中分

類コー
ド

タスク中分類

システム方式設計 ＡＴＭ（ＡｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓＴｒａｎｓｆｅｒＭｏｄｅ）、フレームリレーなど回線に関する技術、キャパシティ要件定義に関する知識、システムの最上位の方式確立（ハードウェア・ソフトウェア・手作業の機能分
割、ハードウェア方式設計、ソフトウェア方式設計、システム処理方式設計、データベース方式設計ほか）、システム運用に関する知識、システム運用管理に関する知識、システム運用管理方式に
関する知識、システム監視（稼動監視、障害監視、性能監視、閾値監視）に関する知識、システム管理に関する知識、システム管理運用設計に関する知識、システム基盤テスト戦略、計画の記述
項目、システム基盤移行戦略、計画の記述項目、システム基盤設計ツールに関する知識、システム基盤設計技法、システム構成設計技術、システム方式に関する知識（ハードウェア・ソフトウェ
ア・手作業の機能分割、ハードウェア方式、ソフトウェア方式、アプリケーション方式・ＩＴ基盤構築・維持・管理）、システム方式の評価、ジョブ管理に関する知識、セキュリティ設計に関する知識、
ハードウェアとソフトウェア間の機能および性能分担の決定（システムのハードウェア構成の検討）、ハードウェアとソフトウェア間の機能および性能分担の決定（ハードウェア／ソフトウェア間の機
能／性能分担の検討）、ハードウェアとソフトウェア間の機能および性能分担の決定（実現可能性の検証）、ハードウェアやソフトウェアの構成管理に関する知識、バックアップとリカバリに関する知
識、バックアップリカバリ方式に関する知識、パフォーマンス計測技術、パフォーマンス設計に関する知識、パラメータ設計、プラットフォームに関する知識、プロジェクトスコープ記述書の項目、リス
クの評価技術、リスク識別技術、可用性設計に関する知識、実現可能性の検証とデザインレビュー（実現可能性検証）、信頼性実現技術、性能設計技術（性能・容量を考慮した設計技術および見
積もり技術）
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ク
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（開発）　システムアーキテクティ
ング技術

インダストリ知識 インダストリビジネス動向、インダストリビジネス動向、技術動向、競合状況の把握、インダストリ共通アプリケーションに関する知識の活用、インダストリ固有アプリケーションに関する知識の活
用、インダストリ固有業務内容の把握と活用、インダストリ別ビジネス慣行の把握と活用、インダストリ別事業環境の把握と活用、インダストリ用語、関連法規の把握と活用、関連法規の把握と活
用、技術動向、競合状況の把握

エンジニアリングシステム ＣＡＥ、ＭＲＰ、ＰＤＭ、エンジニアリングシステムの意義と目的、生産管理システム

ビジネスシステム ＰＯＳシステム、Ｗｅｂ会議システム、ＸＢＲＬ、スマートグリッド、ユビキタスコンピューティング、医療情報システム、金融情報システム、公共情報システム、電子政府、物流情報システム、流通情報
システム、ＩｏＴ

産業機器 医療機器、運輸機器／建設機器、工業制御／ＦＡ機器／産業機器、設備機器、通信設備機器、分析機器・計測機器

民生機器 ＡＶ機器、コンピュータ周辺／ＯＡ機器、家電機器、教育・娯楽機器、業務用端末機器、個人用情報機器（携帯電話、スマートフォン、タブレット端末ほか）、民生用通信端末機器

経営・組織論 ＡＢＣ（ＡｃｔｉｖｉｔｙＢａｓｅｄＣｏｓｔｉｎｇ）、ＡＢＭ（ＡｃｔｉｖｉｔｙＢａｓｅｄＭａｎａｇｅｍｅｎｔ）、ＢＣＰ、ＣＳＲ、ＩＲ、ＰＤＣＡ、ＴＱＭ、アーンド・バリュー・マネージメント、キャッシュフロー経営、グリーンＩＴ、グループ経営、
ＢＰＲ（ＢｕｓｉｎｅｓｓＰｒｏｃｅｓｓＲｅｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ）、グループ経営管理システム、コーポレートアイデンティティ、コーポレートガバナンス、コスト・効果性分析、コスト・便益分析、サービス継続性管理に関
する知識、バックアップ手法とその所用時間・リカバリー時間に関する知識、ヒューマンリソース（ＯＪＴ、目標管理、ケーススタディ、裁量労働制ほか）、リスクアセスメント、リスクマネジメント、リスク
条件下・意思決定手法（期待価値意思決定、期待変動および意思決定、モンテカルロ分析、決定樹、完全情報の期待価値）、株式公開（ＩＰＯ）、経営管理、経営組織（事業部制、カンパニ制、ＣＩＯ、
ＣＥＯほか）、見積もり手法（熟練者判断、類推、分割見積もり、パラメータ化手法、統計的手法）、行動科学（リーダシップ、コミュニケーション、テクニカルライティング、プレゼンテーション、ネゴシ
エーション、モチベーションほか）、最適化分析（ｄｏｍｉｎａｎｃｅ、ｓａｔｉｓｆｉｃｉｎｇ、ｌｅｘｉｃｏｇｒａｐｈｙ）、事業継続計画の事例、人材に関する留意事項（メンタルヘルス）、人材に関する留意事項（労働法）、人
材マネジメント、人材戦略（ＨＲシステム）、人材戦略（組織構造）、想定される災害（地震、テロ等）の規模と影響範囲に関する知識、損益分岐点分析、多属性評価（無次元定量、付加的重みづけ、
解析的階層プロセス）、不確実条件下・意思決定手法（ＬａｐｌａｃｅＲｕｌｅ、ＭａｘｉｍｉｎＲｕｌｅ、ＭａｘｉｍａｘＲｕｌｅ、ＨｕｒｗｉｃｚＲｕｌｅ、ＭｉｎｉｍａｘＲｅｇｒｅｔＲｕｌｅ）、利得志向・意思決定分析

会計・財務 ＩＦＲＳ、インフレーション、キャッシュフロー（キャッシュフロー・インスタンス、キャッシュフロー・ストリーム、キャッシュフロー・ダイヤグラム）、キャッシュフロー会計、コスト、コスト算定、ＴＯＣ、コスト・
センタ、コスト・モデル、コントローリング、プログラム、プロジェクト、プロジェクトライフサイクル、プロダクト、プロダクトライフサイクル、ポートフォリオ、リースとレンタル、価値および価格設定、価値
評価（現在価値、将来価値、年当たり相当値、内部収益率、割引払い戻し期間）、課税、会計、会計基準、管理会計、管理会計（原価計算）、管理会計（損益分岐点分析）、業務性計量、経済と政
策、経済学、経済活動と市場原理、経済性計算、経済的効率（プロダクト複雑性、品質要求、時間的制約、プロセス能力、チーム分散、割り込み、特徴の乱変化、ツール・プログラミング）、経済的
生産性、計画基準期間、研究開発費とソフトウェア会計、原価、減価償却、交換および退役撤収決定、財政、財務会計、財務会計（Ｂ／Ｓ（貸借対照表））、財務会計（Ｐ／Ｌ（損益計算書））、財務指
標、財務諸表、資金計画と資金管理、資産管理、時価主義会計、終結計量、税効果会計、損益分岐点、通貨の時間価値、提案、投資決定、年金会計、連結会計

OR・IE ＰＥＲＴ／ＣＰＭ、ゲーム理論、解模索戦略の設計、系統的定式化、検査手法（ＯＣ曲線、サンプリング、シミュレーションほか）、在庫問題、線形計画法（ＬＰ）、抽象化、品質管理手法（ＱＣ七つ道具、
新ＱＣ七つ道具ほか）、分析手法（作業分析、ＰＴＳ法、ワークサンプリング法ほか）、問題分析

ビジネスプロセスマネジメント ５Ｗ、ＢＰＲ、ＣＴＱ、ＤＭＡＤＶ、ＤＭＡＩＣ、ＩＧＯＥ、ＳＩＰＯＣ、ＴＯＣ思考プロセス、カイゼン・イベント、コスト分析、サイクルタイム分析、シックス・シグマ、ドラム・バッファ・ロープ、バリュ・ストリーム分
析、プロセス・シミュレーション、リーン、継続的改善、故障モード影響分析、制約理論、総合的品質管理、適応型ケース・マネジメント、品質機能展開、付加価値分析

創造力 問題発見力 環境変化に敏感になる能力（環境変化洞察の原則）、ＩＴを常に念頭に入れる能力（ＩＴ徹底利活用の原則）

俯瞰力 ＩＴＣコンテンツを活用する能力、戦略と実行を合わせる能力（戦略実行整合の原則）、全体視点で考える能力（全体最適の原則）、身の丈に合ったＩＴ導入から始める能力（ＩＴ経営の成熟度の原
則）、常に変革の目的に立ち戻る能力（変革目的と全体最適確保の原則）

深耕力 人間関係を構築する能力、分析・評価する能力、経営戦略と収益をリンクさせる能力（収益性の原則）

継続力 持続的な成長を目指す能力（学習と成長の原則）、改善・改革を一時的な対応で終わらせない能力（継続的改善・改革の原則）

革新力 プロセスを改善・改革する能力、提供価値を問い続ける能力（価値創造の原則）、価値に基づく能力（価値前提に基づく経営の原則）、ＩＴの可能性を引き出す能力（ＩＴ積極的活用の原則）、仕事の
固定観念を捨てる能力（新たな可能性追求の原則）、業務とＩＴの足並みをそろえる能力（業務改革・ＩＴ戦略協調の原則）、新しい事業に積極的にチャレンジする能力（新事業へのチャレンジの原
則）

自分の考えを伝える力 プロフェッショナルの意識を持つ能力、経営者の「思い」を伝え組織を動かす能力（経営者牽引の原則）

相手の考えを理解する力 資質・適性を合わせる意識を持つ能力

共感を呼ぶ力 自己意識を持つ能力、協創意識を持つ能力、合意形成する能力

B3 経営戦略を支えるＩＴ
戦略のシナリオを作り
実現すること  【ＩＴ戦
略プロセス】

システム化戦略手法 ＡＮＳＩ、バランススコアカード、ＣＲＵＤ分析、ＣＳＦ（ＣｒｉｔｉｃａｌＳｕｃｃｅｓｓＦａｃｔｏｒ）、ＥＡ（エンタープライズアーキテクチャ）、ＥＲ図、ＩＥＣ、ＩＥＥＥ、ＩＥＴＦ、ＩＳＯ、ＩＴＵ、ＩＴポートフォリオモデル、ＪＳＡ、ＫＧＩ
（ＫｅｙＧｏａｌＩｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＫＪ法、ＫＰＩ（ＫｅｙＰｅｒｆｏｒｍａｎｃｅＩｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＭＥＣＥ（ミーシー）、Ｗ３Ｃ、システムライフサイクル、システム化戦略の策定、データフローダイアグラム（ＤＦＤ）、ビジネスプロ
セスモデリング、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスモデル、プレスリリース、プログラムマネジメント、ベンダーの新製品情報、モデリング、ユーザのビジョン、ゴール、ビジネス戦
略の把握、リスク分析手法、業界団体、業務パッケージを利用したシステム化戦略策定、業務モデル、業務分析手法、経済産業省などの公的機関の調査報告（特許動向など）、情報システムモデ
ル、情報資産の識別方法（情報・データ、システム、人材、文書）、情報資産の評価方法（機密性、完全性、可用性に関する重要度、致命度、危険度）、情報資産台帳の内容、先進事例、全体最適
化、標準化団体が主催する会合等への参加、標準化団体の発行物
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（戦略）システム戦略立案手法
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知識項目
スキル
大分類

スキル分類 スキル項目
大分

類コー
ド

タスク大分類
中分

類コー
ド

タスク中分類

システム活用促進・評価 ＢＩツールに関する知識、情報システムモデル、ＩＴ活用教育の事例、ＰＤＣＡサイクル（定期的レビュー、評価のフィードバックとアクション）、システム廃棄、システム利用実態の評価・検証、チェンジ
マネジメント、ディジタルディバイド、データの戦略的活用事例、データ活用、ナレッジマネジメント、バランススコアカード、ヒアリング手法、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスモデ
ル、プロジェクト・チームのマネジメント、モチベーションマネジメント、仮説構築法、業務モデル、業務改善、業務分析手法、原因分析（ブレーンストーミング、アンケート調査、資料調査、面接調査、
各種データ収集、分析、加工）、構造化手法、差異分析手法、情報システムユーザー利用実態の調査（モニタリング、目標達成度）、情報リテラシ、情報リテラシー教育事例、人材育成計画、統計
解析手法、評価指標（ＫＧＩ・ＫＰＩ）の評価方法、評価制度（評価指標）、普及啓発、分析手法（作業分析、ＰＴＳ法、ワークサンプリング法ほか）、問題解決手法、ＣＳＦ（ＣｒｉｔｉｃａｌＳｕｃｃｅｓｓＦａｃｔｏｒｓ）

ソリューションビジネス ＡＳＰ、ＳＯＡ、クラウドコンピューティング（ＳａａＳ、ＰａａＳ、ＩａａＳほか）、ソリューションビジネスの種類とサービス形態、業務パッケージ、問題解決支援

業務プロセス ＢＰＯ、ＳＦＡ、オフショア、ビジネスプロセスマネジメント（ＢＰＭ）、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスプロセス表記手法、ビジネスモデル、業務モデル、業務改善、業務設計、業
務分析、製品・サービスのライフサイクル、製品のライフサイクル

現行システムの調査・分析手
法

ＩＴ価値の定義、ＩＴ価値管理のフレームワーク構築、エンタープライズアーキテクチャ（ＥＡ）、ニーズの分析と優先順位付け、企業モデル、業務モデル、現行ＩＴ環境分析、情報システムモデル、情報
システム評価手法、新規技術要件の把握、問題点と機会の認識（例：サービスの要求、計画のプロセス）、要求定義と仕様化

事業戦略の把握・分析の手法 ＩＴ予算化状況の把握、ＫＪ法、ＳＷＯＴ分析手法、エンタープライズアーキテクチャ（ＥＡ）、コアコンピタンス、コーチング、ステークホルダー・マネジメントに関する知識、バリューチェーン分析手法、ヒ
アリング、ビジネスプロセスマネジメント（ＢＰＭ）、ビジネスプロセスモデリング、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスプロセス分析・表記手法、ビジネスモデル、リスクマネジメント
に関する知識、因果関係分析、環境分析のツールや手法に関する知識、企業理念、競争戦略、業務モデル、業務設計、業務分析手法、経営管理、経営戦略の把握、経営全般に関する知識、経
営組織、経営論に関する知識、顧客のＩＴ戦略の把握、差異分析手法、事業戦略の把握、全体最適化、組織全体の経営・事業運用に関する知識、当該事業に関する知識

情報システム戦略 ＡＳＰ（ＡｐｐｌｉｃａｔｉｏｎＳｅｒｖｉｃｅＰｒｏｖｉｄｅｒ）、ＢＰＯ（ＢｕｓｉｎｅｓｓＰｒｏｃｅｓｓＯｕｔｓｏｕｒｃｉｎｇ）、バランススコアカード、ＩＴポートフォリオモデル、ＩＴ業界の動向（事例）、ＩＴ経営力指標、ＩＴ投資マネジメント、エ
ンタープライズアーキテクチャ（ＥＡ）、クロスライセンス契約に関する知識、コントロールフレームワーク、システムオーナ、システムライフサイクル、システム構造、システム方式に関する知識（ハー
ドウェア・ソフトウェア・手作業の機能分割、ハードウェア方式、ソフトウェア方式、アプリケーション方式・ＩＳ企画）、ソフトウェア契約に関する知識、データオーナ、ビジネスプロセスマネジメント（ＢＰ
Ｍ）、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスプロセス表記手法、ビジネスモデル、ビジネス環境分析手法、プログラムマネジメント、プロセスフレームワーク、ベンチマーク、ライセン
ス契約に関する知識、リスク分析手法、下請法、開発投資対効果、業務モデル、業務設計、業務分析手法、情報システムモデル、情報システム戦略の意義と目的、情報システム戦略実行マネジメ
ント、情報システム戦略評価、情報化推進体制、情報化投資計画、正味現在価値法（ＮＰＶ：ＮｅｔＰｒｅｓｅｎｔＶａｌｕｅ）、製品知識製品動向（事例）、全体最適化、全体最適化計画、全体最適化方針、単
純回収期間法（Ｐａｙ－ｂａｃｋＰｅｒｉｏｄｍｅｔｈｏｄ）、投資資本利益率（ＲＯＩ：ＲｅｔｕｒｎＯｎＩｎｖｅｓｔｍｅｎｔ）、品質統制（品質統制フレームワーク）

（戦略）コンサルティング手法 コンサルティング手法 インタビューの実施、コミュニケーション、ネゴシエーションの実施、コンサルティングメソドロジの比較と分析、選定と適用、コンサルティング技術の活用、セッションの運営、データ収集、データ分
析、ビジネスプロセス分析、設計技法、プロセスの定義と実践、仮説設定、検証、顧客リレーションの確立、維持、成果物の定義と作成、報告書の作成

システム化計画 ＩＳＯ２００００、ＩＴＩＬ（サービスデリバリ：キャパシティ管理、ＩＴサービス継続性管理、可用性管理）、ＩＴＩＬ（サービスデリバリ：サービスレベル管理、ＩＴサービス財務管理）、ＩＴポートフォリオ、システムラ
イフサイクル、システム化基本方針、システム化構想、チェンジマネジメント、バランススコアカード、プロジェクト推進体制、改善データ収集、開発投資対効果、業務改善技法（ＥＲＤ、ＤＦＤ、ワーク
フロー、ビジネスプロセスモデリングなど）、業務改善定着（業務改善計画、業務改善体制、実行管理、ユーザＩＴスキル向上、ＴＱＣなど）、原因分析（ブレーンストーミング、アンケート調査、資料調
査、面接調査など）、資産価値評価（ＲＯＩ、現在価値分析）、情報システムユーザ利用実態の調査（モニタリング、目標達成度）、情報システム導入リスク分析、全体開発スケジュール、投資の意思
決定法（ＰＢＰ、ＤＣＦ法ほか）、問題解決技法（ＩＥ分析技法、ＯＣ曲線、管理図、ＫＪ法、図解、グラフ、デシジョンテーブルなど）、要員教育計画

システム企画立案手法 ＢＰＭＮ、ＤＣＦ法、ＤＦＤ、ＤＭＭ、ＥＲＤ、ＩＳＯ９０００シリーズ、ＩＴＩＬ（ＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙＩｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅＬｉｂｒａｒｙ）、ＫＪ法、ＭＮ法、ＵＭＬ、アライアンス、コーポレートガバナンス、システム運用
管理、システム化計画の策定、システム化戦略の策定、システム開発技術、システム開発方法論、システム技術、システム計画書の記述形式標準、システム信頼性、ステークホルダ・マネジメン
ト、ソフトウェアライフサイクルプロセス（ＳＬＣＰ）、ソフトウェア開発手法、ソフトウェア製品の投資、損益モデルの理解、ソフトウェア製品開発計画の策定、ソフトウェア製品企画の策定、ソフトウェア
製品企画の提案、ソフトウェア品質測定手法、ソフトウェア保守の形態に関する知識、データモデリング、データ設計、データ分析、テスト手法、バランススコアカード、バリューチェーン分析手法、パ
レート図、ヒアリング手法、ビジネスプロセス、ビジネスプロセスマネジメント（ＢＰＭ）、ビジネスプロセスモデリング、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスプロセス分析・表記手法、
ビジネスモデル、ビジネス環境分析手法、プログラムマネジメント、プロジェクト管理、プロジェクト計画策定手法、プロジェクト評価手法、プロセス成熟度、ベストプラクティス、ベンチマーク、マーケ
ティング、ユーザ、経営者の要望把握、リスクマネジメント、リスク定量評価指標、リスク分析、リスク分析手法、開発プロジェクト体制構築に関する知識、開発環境稼働状況管理に関する知識、開
発環境構築に関する知識、開発投資対効果、開発方法論全般、管理図、関係法規（知的所有権関連法規、労働関係法規など）、競合分析手法、業務システム提案、業務パッケージ、業務フロー
図、業務プロセス分析、業務モデル、業務設計、業務分析手法、経営管理の知識、経営組織（事業部制、カンパニ制、ＣＩＯ、ＣＥＯほか）、経営分析手法、建築基準法第二章建築物の敷地、見積り
手法、原因結果分析、原価管理、顧客要求仕様の理解、構造及び建築設備、国際標準・国内標準、国際標準ＩＳＯ／ＩＥＣ２００００、差異分析手法、事業戦略、実行計画策定手法、消防法第二章火
災の予防・第四章消防の設備等、情報システムモデル、情報システム評価手法、情報セキュリティ、情報リテラシー、情報化推進体制、情報化投資計画、生産性評価手法、戦略目標、全体開発ス
ケジュール立案に関する知識、全体最適化、組織能力評価手法、組織論一般、知的所有権関連法規（著作権法、特許法、不正競争防止法など）、統合マネジメント、特性要因図、内部統制、標準
化、評価指標（ＫＧＩ・ＫＰＩ）の把握方法・タイミング、評価指標（ＫＧＩ・ＫＰＩ）の評価方法、品質管理、品質計画、品質保証、目的機能展開、問題解決手法、労働関係法規

技術問題解決手法 技術問題解決手法の活用と実践

調達計画・実施 ＲＦＣ（ＲｅｑｕｅｓｔｆｏｒＣｈａｎｇｅ）、アウトソーシングに関する知識、アンケート技法に関する知識、インソーシング／アウトソーシング、サポート、ソフトウェア、ソフトウェアのサプライチェーンマネジメン
ト、ソフトウェア資産管理、テスト／評価／ベンチマーク、ハードウェア、リスククライシスの事例、リスク対策に関する知識（回避予防軽減移転保有）、契約／ＲＦＰ（ＲｅｑｕｅｓｔｆｏｒＰｒｏｐｏｒｓａｌ）、見積
書、見積書の記述項目、現行環境分析に関する知識、構築／購入、情報機器導入計画の記述項目、新情報機器要件の把握に関する知識、著作権管理に関する知識、調達の条件、調達の条件
に関する知識、調達の要求事項、調達の要求事項に関する知識、調達リスク分析、調達計画、調達選定、調達選定に関する知識、提案依頼書（ＲＦＰ）、提案書、提案書の記述項目、提案評価の
際の評価項目および選定基準に関する知識、提案評価基準、特許申請に関する知識、内外作基準、内外作基準に関する知識、秘密保持契約（ＮＤＡ）、品質

（実装）　見積り手法 規模の見積手法 スケジュール最適化（クリティカルパス、ＰＥＲＴ、ガントチャートなど）、パラメトリック・モデリング、ファンクションポイント法（ＦＰ試算法、ＦＰ概算法、ＩＦＰＵＧ法）、プログラム規模見積り（ＬＯＣ法）、ボ
トムアップ見積り、規模の見積り（ＬＯＣ／ＦｕｎｃｔｉｏｎＰｏｉｎｔ／ＣＯＣＯＭＯなど）、係数見積り（基準値法、ＣＯＣＯＭＯ）、熟練者の判定として形式化された経験、類推見積り（類推法、デルファイ法）

リスク分析手法 ベースラインアプローチ、脅威の分類・調査、詳細リスク分析、脆弱性の把握・評価、組み合わせアプローチ、対策検討、調査方法、定性的リスク評価、定量的リスク評価、非形式的アプローチ、評
価基準

情報セキュリティポリシー策定
手法

Ｗｅｂサービス対策、アカウント管理対策、ウイルス対策、クライアント等に関する対策、サーバに関する対策、サーバルームに関する対策、システム維持に関する対策、システム監視に関する対
策、スタンダード更新手順、セキュリティインシデント報告・対応対策、セキュリティ教育に関する対策、セキュリティ情報収集及び配信対策、ネットワーク構築対策、プライバシーに関する対策、プロ
シージャ配布の対策、ユーザ認証対策、リモートアクセスサービス利用対策、委託時の契約に関する対策、外部公開サーバに関する対策、監査対策、記述すべき項目（目的、適用範囲、組織と体
制等）、事業継続管理、職場環境に関する対策、専用線およびＶＰＮに関する対策、電子メール対策、媒体の取り扱いに関する対策、罰則に関する対策、物理的対策、無線ＬＡＮに関する対策、有
線ＬＡＮに関する対策

協働の管理手法 ステークホルダー・リスト、マップ、ペルソナ、リスクの分析とマネジメント、協働ゲーム、教訓

メ
ソ

ド
ロ

ジ

（支援活動）　チェンジマネジメン
ト手法

（戦略）システム戦略立案手法

（企画）システム企画立案手法

（支援活動）　情報セキュリティ
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知識項目
スキル
大分類

スキル分類 スキル項目
大分

類コー
ド

タスク大分類
中分

類コー
ド

タスク中分類

ビジネスソリューション変更管
理手法

ＳＷＯＴ分析、インタビュー、スコープ・モデリング、データ・フロー図（ＤＦＤ）、データ・モデリング、バランス・スコアカード、ビジネス・ケース、ビジネス・モデル・キャンバス、ビジネス・ルール分析、ビジ
ネス能力分析、フォーカス・グループ、ブレーンストーミング、プロセス・モデリング、ベンダー評価、ペンチマークと市場分析、マインド・マッピング、ユーザー・ストーリー、ユースケースとシナリオ、機
能分解、教訓、決定分析、見積り、財務分析、組織モデリング、文書分析、ワークショップ

ソリューション価値測定手法 インタビュー、データ・マイニング、ビジネス・ケース、ベンダー評価、ベンチマークと市場分析、ユースケースとシナリオ、リスクの分析とマネジメント、観察、決定分析、根本原因分析、受け入れ基
準と評価基準、調査やアンケート、非機能要求分析、評価指標と重要業績評価指標（ＫＰＩ）、フォーカス・グループ、プロトタイピング

クラウドコンピューティン
グ基礎

ＩＡＡＳ、ＰＡＡＳ、ＳＡＡＳ、ハイブリッドクラウド、パブリッククラウド、プライベートクラウド

クラウドコンピューティング利用 ３つの技術分野と５つの非機能要件、アイデンティティ管理、クラウドコンピューティングにおける各種の標準、クラウドコンピューティングの使用をサポートする、クラウドサービスに求められるもの、
クラウドサービスの特殊性、クラウドと社内システムとの連携、セキュリティとクラウド、ビジネスケース、導入の評価

システム要件定義 アクセス統合設計に関する知識、アプリケーション開発ツールに関する知識、アプリケーション開発に関連する規格及びモデルに関する知識、アプリケーション構造の知識、アプリケーション統合
設計に関する知識、アプリケーション保守設計の知識、インシデント管理問題管理、変更管理プロセス設計に関する知識、キャパシティ設計に関する知識、キャパシティ要件定義に関する知識、シ
ステムの評価と改善に関する知識、システム化戦略策定の知識、システム管理運用設計に関する知識、システム分析と要求定義（機能要求／非機能要求の明確化）、システム分析と要求定義
（要求定義）、システム分析と要求定義（要求分析手法）、システム分析と要求定義のレビュー（システム要求仕様のレビュー）、システム要件の評価、システム要件定義（機能、能力、業務・組織及
び利用者の要件、設計制約条件、適格性確認要件ほか）、シミュレータに関する知識、セキュリティ設計に関する知識、セキュリティ設計の知識、ソフトウェア開発に関連する規格及びモデルに関
する知識、ソフトウェア製造の知識に関する知識、チェックリスト分析に関する知識、データベースアクセス設計の知識、データモデリングに関する知識、データ統合設計に関する知識、テストに関
する知識に関する知識、デバッガに関する知識、トランザクション設計の知識、ニーズの分析と優先順位付けに関する知識、ネットワークに関する知識、ネットワーク設計に関する知識、パフォーマ
ンス設計に関する知識、バリューチェーン分析に関する知識、プラットフォーム設計（ＯＳ、ミドルウェアなど）に関する知識、プラットフォーム設計に関する知識、プラットフォーム選定に関する知識、
プロセス統合設計に関する知識、プロダクトポートフォリオマネジメント（ＰＰＭ）モデル、マイルストーンの明確化に関する知識、ユーザインタフェース統合設計に関する知識、ユーザ要求、プロジェ
クト範囲、目的の明確化に関する知識、移行要件の記述項目、運用、操作要件の記述項目、可用性設計に関する知識、開発ツール評価技術、開発環境要件の記述項目、開発工程に関する知識
（サブプロセス、メジャメント、要員配置、ツール、成果物など）、外部設計知識に関する知識、拡張性設計の知識、拡張性要件定義に関する知識、監視方式に関する知識、機能モデルの記述項
目、技術要件の記述項目、現行ＩＴ環境分析に関する知識、現行業務フローの記述項目、構成管理ツールに関する知識、資源要求の調査に関する知識、事業ライフサイクル（導入期、成長期、成
熟期、衰退期）モデル、情報システム調査分析手法、情報システム評価手法、状況レビュー会議の運営に関する知識、新機能要件の記述項目、新業務フローの記述項目、性能設計の知識、性能
要件定義に関する知識、正常、異常時の運用方式と運用フロー設計に関する知識、内部設計知識に関する知識、品質要件の記述項目、物理データ構造設計に関する知識、文書レビューに関す
る知識、変更管理プロセス設計に関する知識、保守の知識に関する知識、目標の設定に関する知識、問題、課題の明確化に関する知識、要求の獲得と調整（マインドマップによる要求獲得）、要
求の獲得と調整（ユースケース図による要求整理）、要求事項評価に関する知識、要件の定義と文書化に関する知識、要件調査の実施に関する知識、要件定義に関する知識、論理データ構造の
知識

システムインテグレーションと
アーキテクチャ

インフラストラクチャ、ミドルウェア、プラットフォーム、エンタープライズアーキテクチャ（ＥＡ）、コンポーネント、インタフェース、インテグレーション、システムアーキテクチャ、テスト／評価／ベンチ
マーク、技法：データウェアハウス、拡張フレームワーク、ラッパー、グルー、ファサード、情報アーキテクチャ、大組織の統合アプリケーション（ＣＲＭ、ＥＲＰ）、表記／モデリング

IT基盤構築プロセス システムの評価と改善、システム化要件定義、システム計画策定、システム方式設計、セキュリティ監査、セキュリティ方針と対策基準の策定、移行設計、構築とテスト、障害管理、保守

システム方式設計 ＡＴＭ（ＡｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓＴｒａｎｓｆｅｒＭｏｄｅ）、フレームリレーなど回線に関する技術、キャパシティ要件定義に関する知識、システムの最上位の方式確立（ハードウェア・ソフトウェア・手作業の機能分
割、ハードウェア方式設計、ソフトウェア方式設計、システム処理方式設計、データベース方式設計ほか）、システム運用に関する知識、システム運用管理に関する知識、システム運用管理方式に
関する知識、システム監視（稼動監視、障害監視、性能監視、閾値監視）に関する知識、システム管理に関する知識、システム管理運用設計に関する知識、システム基盤テスト戦略、計画の記述
項目、システム基盤移行戦略、計画の記述項目、システム基盤設計ツールに関する知識、システム基盤設計技法、システム構成設計技術、システム方式に関する知識（ハードウェア・ソフトウェ
ア・手作業の機能分割、ハードウェア方式、ソフトウェア方式、アプリケーション方式・ＩＴ基盤構築・維持・管理）、システム方式の評価、ジョブ管理に関する知識、セキュリティ設計に関する知識、
ハードウェアとソフトウェア間の機能および性能分担の決定（システムのハードウェア構成の検討）、ハードウェアとソフトウェア間の機能および性能分担の決定（ハードウェア／ソフトウェア間の機
能／性能分担の検討）、ハードウェアとソフトウェア間の機能および性能分担の決定（実現可能性の検証）、ハードウェアやソフトウェアの構成管理に関する知識、バックアップとリカバリに関する知
識、バックアップリカバリ方式に関する知識、パフォーマンス計測技術、パフォーマンス設計に関する知識、パラメータ設計、プラットフォームに関する知識、プロジェクトスコープ記述書の項目、リス
クの評価技術、リスク識別技術、可用性設計に関する知識、実現可能性の検証とデザインレビュー（実現可能性検証）、信頼性実現技術、性能設計技術（性能・容量を考慮した設計技術および見
積もり技術）

情報セキュリティ監査 リスクアプローチ、監査リスク、監査技法、監査契約に関連する一般知識、監査契約に関連する法律、監査契約リスク、監査手続ガイドライン、監査証拠、監査人の基本的責務（外観上の独立性、
精神上の独立性、誠実性、秘密保持）、監査人の客観性、監査人の独立性、監査人の力量、監査人相互の倫理、監査品質、監査報告会、情報セキュリティ監査に関連するその他の監査、情報セ
キュリティ監査基準、情報セキュリティ監査実施基準、情報セキュリティ監査報告基準ガイドライン、情報セキュリティ管理基準、情報セキュリティ個別管理基準、被監査主体のリスクアセスメント結
果、紛争審査、監査品質審査への協力

ビジネスプロセスマネジメント ５Ｗ、ＢＰＲ、ＣＴＱ、ＤＭＡＤＶ、ＤＭＡＩＣ、ＩＧＯＥ、ＳＩＰＯＣ、ＴＯＣ思考プロセス、カイゼン・イベント、コスト分析、サイクルタイム分析、シックス・シグマ、ドラム・バッファ・ロープ、バリュ・ストリーム分
析、プロセス・シミュレーション、リーン、継続的改善、故障モード影響分析、制約理論、総合的品質管理、適応型ケース・マネジメント、品質機能展開、付加価値分析

創造力 問題発見力 環境変化に敏感になる能力（環境変化洞察の原則）、ＩＴを常に念頭に入れる能力（ＩＴ徹底利活用の原則）

俯瞰力 ＩＴＣコンテンツを活用する能力、戦略と実行を合わせる能力（戦略実行整合の原則）、全体視点で考える能力（全体最適の原則）、身の丈に合ったＩＴ導入から始める能力（ＩＴ経営の成熟度の原
則）、経営戦略との整合性を確保する能力（経営戦略との整合性確保の原則）

深耕力 人間関係を構築する能力、分析・評価する能力、経営戦略と収益をリンクさせる能力（収益性の原則）、セキュリティとその他リスクを適切に管理する能力（セキュリティ＆リスク管理の原則）、投資
対効果を明らかにしたＩＴ化投資を行う能力（投資対効果の原則）

継続力 持続的な成長を目指す能力（学習と成長の原則）

革新力 プロセスを改善・改革する能力、提供価値を問い続ける能力（価値創造の原則）、価値に基づく能力（価値前提に基づく経営の原則）、ＩＴの可能性を引き出す能力（ＩＴ積極的活用の原則）、仕事の
固定観念を捨てる能力（新たな可能性追求の原則）、業務とＩＴの足並みをそろえる能力（業務改革・ＩＴ戦略協調の原則）、ＩＴの進化と利活用のインパクトを見極める能力（経営環境変化・技術動向
への対応の原則）

自分の考えを伝える力 プロフェッショナルの意識を持つ能力、経営者の「思い」を伝え組織を動かす能力（経営者牽引の原則）、経営者はＩＴ化プロジェクトに関与する能力（経営者関与の原則）

相手の考えを理解する力 資質・適性を合わせる意識を持つ能力

共感を呼ぶ力 自己意識を持つ能力、協創意識を持つ能力、合意形成する能力

メ
ソ

ド
ロ

ジ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

関
連

知
識

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ス

キ
ル

実行・実践力

コミュニケーション力

（支援活動）　チェンジマネジメン
ト手法

（システム）　クラウドコンピュー
ティングの基礎技術

（開発）　システムアーキテクティ
ング技術

企業活動
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知識項目
スキル
大分類

スキル分類 スキル項目
大分

類コー
ド

タスク大分類
中分

類コー
ド

タスク中分類

B4 ＩＴ戦略を支えるＩＴ利
活用環境を整えること
  【ＩＴ利活用プロセス】

システム化戦略手法 ＡＮＳＩ、バランススコアカード、ＣＲＵＤ分析、ＣＳＦ（ＣｒｉｔｉｃａｌＳｕｃｃｅｓｓＦａｃｔｏｒ）、ＥＡ（エンタープライズアーキテクチャ）、ＥＲ図、ＩＥＣ、ＩＥＥＥ、ＩＥＴＦ、ＩＳＯ、ＩＴＵ、ＩＴポートフォリオモデル、ＪＳＡ、ＫＧＩ
（ＫｅｙＧｏａｌＩｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＫＪ法、ＫＰＩ（ＫｅｙＰｅｒｆｏｒｍａｎｃｅＩｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＭＥＣＥ（ミーシー）、Ｗ３Ｃ、システムライフサイクル、システム化戦略の策定、データフローダイアグラム（ＤＦＤ）、ビジネスプロ
セスモデリング、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスモデル、プレスリリース、プログラムマネジメント、ベンダーの新製品情報、モデリング、ユーザのビジョン、ゴール、ビジネス戦
略の把握、リスク分析手法、業界団体、業務パッケージを利用したシステム化戦略策定、業務モデル、業務分析手法、経済産業省などの公的機関の調査報告（特許動向など）、情報システムモデ
ル、情報資産の識別方法（情報・データ、システム、人材、文書）、情報資産の評価方法（機密性、完全性、可用性に関する重要度、致命度、危険度）、情報資産台帳の内容、先進事例、全体最適
化、標準化団体が主催する会合等への参加、標準化団体の発行物

システム活用促進・評価 ＢＩツールに関する知識、情報システムモデル、ＩＴ活用教育の事例、ＰＤＣＡサイクル（定期的レビュー、評価のフィードバックとアクション）、システム廃棄、システム利用実態の評価・検証、チェンジ
マネジメント、ディジタルディバイド、データの戦略的活用事例、データ活用、ナレッジマネジメント、バランススコアカード、ヒアリング手法、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスモデ
ル、プロジェクト・チームのマネジメント、モチベーションマネジメント、仮説構築法、業務モデル、業務改善、業務分析手法、原因分析（ブレーンストーミング、アンケート調査、資料調査、面接調査、
各種データ収集、分析、加工）、構造化手法、差異分析手法、情報システムユーザー利用実態の調査（モニタリング、目標達成度）、情報リテラシ、情報リテラシー教育事例、人材育成計画、統計
解析手法、評価指標（ＫＧＩ・ＫＰＩ）の評価方法、評価制度（評価指標）、普及啓発、分析手法（作業分析、ＰＴＳ法、ワークサンプリング法ほか）、問題解決手法、ＣＳＦ（ＣｒｉｔｉｃａｌＳｕｃｃｅｓｓＦａｃｔｏｒｓ）

業務プロセス ＢＰＯ、ＳＦＡ、オフショア、ビジネスプロセスマネジメント（ＢＰＭ）、ビジネスプロセスリエンジニアリング（ＢＰＲ）、ビジネスプロセス表記手法、ビジネスモデル、業務モデル、業務改善、業務設計、業
務分析、製品・サービスのライフサイクル、製品のライフサイクル

（実装）　プロジェクトマネジメン
ト手法

プロジェクト調達マネジメント ＣＯＴＳ（ＣｏｍｍｅｒｃｉａｌＯｆｆＴｈｅＳｈｅｌｆ）、オフショア開発、サービス・レベル・アグリーメント（ＳＬＡ）、サプライヤの選定、システム開発取引および契約、スクリーニング・システム、データ廃棄方法、ブ
リッジＳＥ、プロポーザル評価技法、リスク分析手法、海外調達に関する知識、記録マネジメント・システム、契約タイプ、契約管理（契約内容からの逸脱監視と是正対応）、契約管理（契約変更管
理）、契約管理（調達先パフォーマンスレビュー）、契約計画、契約交渉、契約終結、検収・納品管理、見積書の記述項目、購入・取得計画、重み付け法、進捗管理、請負契約による外部委託、専
門家の判断、知的所有権、著作権管理に関する知識、調達・契約計画の作成（組織調達方針・手続き）、調達・契約計画の作成（適切な契約形態の決定）、調達・契約計画の作成（内外製分析）、
調達のマネジメント、調達の管理、調達の計画、調達の条件に関する知識、調達の要求事項に関する知識、提案依頼書（ＲＦＰ）の記述項目、提案書の記述項目、適格納入者リストの作成、独自
見積り、内外製分析、入札公告、入札説明会、納入者の選定・発掘（契約交渉）、納入者の選定・発掘（調達基準）、納入者の選定・発掘（調達先候補の発掘）、納入者回答依頼、納入者選定、納
入者点数評価システム、秘密保持契約（ＮＤＡ）、標準書式、品質管理、要求仕様（要求管理）、クレーム管理、パフォーマンス報告、会議、契約変更管理システム、検査と監査、公告、市場調査、
支払システム、調達パフォーマンス・レビュー、調達監査、調達交渉、分析技法

サービスの運用手法 アクティビティ定義、アップグレード、アプリケーション開発ツール、オペレーション／ジョブ管理に関する知識、サービスデスクに関する知識、システム運用管理、システム運用管理の評価技術、シ
ステム運用管理技術、システム管理、シミュレータ、スケジュール・コントロール、ステークホルダー・マネジメント、セキュリティ管理、セキュリティ管理ツール、データオペレーション、データベースシ
ステム、デバッガ、ナレッジマネジメント、バックアップ・リカバリ方式、パッチ、プラットフォーム選定に関する知識、ホットフィックス、ユーザーコンサルティングに関する知識、ユーザーサービスレベ
ル方針決定に関する知識、ユーザー教育・訓練技術に関する知識、ユーザー支援技術、ユーザー要求への対応に関する知識、リスク・マネジメント、リリース、リリース管理に関する知識、ログの
取得、活用に関する知識、開発環境要件の定義、環境対策管理手法の策定と活用、監視に関する知識、監視方式、管理体制の確立、業務フローの策定、業務標準の策定、顧客満足度、構成管
理ツール、資源管理、実績報告、重要なデータ保全体制、障害監視ツール、情報システム資産計画策定、管理、情報配布、性能監視ツール、設計施工と維持運営ツール、組織、役割の設定、操
作マニュアル・業務マニュアル作成、適正要員の配置に関する知識、変更管理に関する知識、防災・環境等関連法規に関する知識、防災防犯のリスク管理に関する知識、防災防犯設備維持運営
に関する知識、問題管理に関する知識、要員数の配置に関する知識

サービスデスク運用手法 ＣＳ向上活動（プランが策定）手法、ＩＴサービスに関する標準、インシデント管理プロセスの機能、お客様業務内容理解、お客様定期報告、クレームレベルの理解、クレーム管理、コールトラッキン
グシステムの機能、サービスデスク、サービスレベルのモニタリングと評価、サービス継続性管理、システム監査に関する基準、ステークホルダー管理、セキュリティに関する標準、ソフトウェア構
成、ナレッジベースの活用、ネットワーク構成、ハードウェア構成、ファシリティ構成、ライセンス管理、リソース管理、リリース管理、可用性管理、稼働監視と傾向分析、業務影響度の理解、業務分
析、現行ＩＴ環境分析に関する知識、契約情報管理、顧客満足度管理、広域お客様管理、資産管理、情報資産（ナレッジマネジメント）管理、是正処置、測定と分析および改善、体制構築、スケ
ジュール立案に関する知識、対人／ヒヤリング／会話対応知識、知的資産の知識と活用、品質計画と管理のツールと技法、品質要件、体制構築、スケジュール立案に関する知識、予防処置

協働の管理手法 ステークホルダー・リスト、マップ、ペルソナ、リスクの分析とマネジメント、協働ゲーム、教訓

ソリューション価値測定手法 インタビュー、データ・マイニング、ビジネス・ケース、ベンダー評価、ベンチマークと市場分析、ユースケースとシナリオ、リスクの分析とマネジメント、観察、決定分析、根本原因分析、受け入れ基
準と評価基準、調査やアンケート、非機能要求分析、評価指標と重要業績評価指標（ＫＰＩ）、フォーカス・グループ、プロトタイピング

ソリューション評価手法 ＳＷＯＴ分析、インタビュー、データ・マイニング、ビジネス・ルール分析、フォーカス・グループ、ベンチマークと市場分析、リスクの分析とマネジメント、ワークショップ、課題トラッキング、観察、教訓、
決定分析、根本原因分析、財務分析、受け入れ基準と評価基準、組織モデリング、調査やアンケート、文書分析、役割・権限マトリクス、優先順位付け、ブレーンストーミング、プロセス・モデリン
グ、プロセス分析

システムの投資評価技法 情報システムの投資評価技法

システム管理計画 ＳＬＡ、サービスデスク、システムおよびサービス提供の費用見積もり、システム運用管理方針、ユーザサービスレベル方針決定

運用に関するシステム評価 システム運用管理の評価技術、システム運用管理の分析技術、リスク分析

FAQ ＦＡＱの公開、ＦＡＱの作成手順

ナレッジベース ナレッジベースのコンテンツ、ナレッジベースの構築、保守

ナレッジマネジメントの意義 ナレッジマネージメントのプロセス、ナレッジマネージメントの利点

関連知識

法規・基準・標準 労働関連・取引関連法規 ＯＳＳライセンス（ＧＰＬ、ＢＳＤライセンスほか）、クリエイティブコモンズ、ソフトウェア契約、パブリックドメイン、ライセンス契約、下請法、外部委託契約、公益通報者保護法、守秘契約（ＮＤＡ）、商
法、選定基準の事例、担当者誓約書の書式に関する知識、著作権管理に関する知識、特定商取引法、秘密保持契約（ＮＤＡ）、標準的な契約書の雛形、標準的な要求仕様書の雛形、保管管理、
民法、労働関連法規、労働基準法、労働者派遣法

創造力 問題発見力 環境変化に敏感になる能力（環境変化洞察の原則）、ＩＴを常に念頭に入れる能力（ＩＴ徹底利活用の原則）

俯瞰力 ＩＴＣコンテンツを活用する能力、戦略と実行を合わせる能力（戦略実行整合の原則）、全体視点で考える能力（全体最適の原則）、身の丈に合ったＩＴ導入から始める能力（ＩＴ経営の成熟度の原
則）、経営戦略との整合性を確保する能力（経営戦略との整合性確保の原則）

メ
ソ

ド
ロ

ジ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

（保守・運用）　システム保守・運
用・評価

（共通技術）　ナレッジマネジメン
ト技術

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ス

キ
ル

実行・実践力

（利活用）　サービスの運用

（支援活動）　チェンジマネジメン
ト手法

（戦略）システム戦略立案手法
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知識項目
スキル
大分類

スキル分類 スキル項目
大分

類コー
ド

タスク大分類
中分

類コー
ド

タスク中分類

深耕力 人間関係を構築する能力、分析・評価する能力、経営戦略と収益をリンクさせる能力（収益性の原則）、ＩＴ資源調達を評価基準をもって選ぶ能力（評価基準による選定の原則）、ＩＴ資源調達を公平
性をもって選ぶ能力（調達公平性確保の原則）、ＩＴ資源調達を総合的な視点で選ぶ能力（最適ＩＴ資源調達の原則）、関係者の信頼関係を構築し協働する能力（ステイクホルダーによる協働の原
則）、契約の履行でＩＴ導入を確実なものにする能力（契約履行の原則）、ＩＴと業務改革両方のプロジェクト完遂にこだわる能力（ＩＴ化プロジェクト完遂の原則）、ＩＴ戦略目標の達成にこだわる能力（Ｉ
Ｔサービス利活用によるＩＴ戦略目標達成の原則）、セキュリティとその他リスクを適切に管理する能力（セキュリティ＆リスク管理の原則）、投資対効果を明らかにしたＩＴ化投資を行う能力（投資対
効果の原則）

継続力 持続的な成長を目指す能力（学習と成長の原則）

革新力 プロセスを改善・改革する能力、提供価値を問い続ける能力（価値創造の原則）、価値に基づく能力（価値前提に基づく経営の原則）、ＩＴの可能性を引き出す能力（ＩＴ積極的活用の原則）、仕事の
固定観念を捨てる能力（新たな可能性追求の原則）、業務とＩＴの足並みをそろえる能力（業務改革・ＩＴ戦略協調の原則）、ＩＴの進化と利活用のインパクトを見極める能力（経営環境変化・技術動向
への対応の原則）

自分の考えを伝える力 プロフェッショナルの意識を持つ能力、経営者の「思い」を伝え組織を動かす能力（経営者牽引の原則）、経営者はＩＴ化プロジェクトに関与する能力（経営者関与の原則）

相手の考えを理解する力 資質・適性を合わせる意識を持つ能力

共感を呼ぶ力 自己意識を持つ能力、協創意識を持つ能力、合意形成する能力

C C1 （実装）　見積り手法 規模の見積手法 スケジュール最適化（クリティカルパス、ＰＥＲＴ、ガントチャートなど）、パラメトリック・モデリング、ファンクションポイント法（ＦＰ試算法、ＦＰ概算法、ＩＦＰＵＧ法）、プログラム規模見積り（ＬＯＣ法）、ボ
トムアップ見積り、規模の見積り（ＬＯＣ／ＦｕｎｃｔｉｏｎＰｏｉｎｔ／ＣＯＣＯＭＯなど）、係数見積り（基準値法、ＣＯＣＯＭＯ）、熟練者の判定として形式化された経験、類推見積り（累推法、デルファイ法）

プロジェクトマネジメント システムのメトリクス、システム開発の品質保証、システム開発計画の策定、実施、システム文書の作成、スケジューリング、スコープとスコープ管理、ソフトウェアの計測および見積りの技法、ソフ
トウェア開発マネジメントの種類（調達マネジメント、プロジェクトマネジメント、開発マネジメント、保守マネジメント、リスクマネジメント等）、ソフトウェア構成管理の方法、ソフトウェア製品の品質保
証に使用する様々な手法と技術、ソフトウェア品質保証の方法、チーム管理：チームプロセス、チーム編成と意思決定、ソフトウェアチームにおける役割と責任、役割の識別と割当て、プロジェクト
追跡、チーム問題解決、トラッキング、プロジェクト、プロジェクト＆プログラムマネジメント（Ｐ２Ｍ）、プロジェクト・スコープ記述書暫定版作成、プロジェクトガバナンス、プロジェクトスタッフの考え方
（例：マトリクス管理、人間の要因、チーム組織、報告）、プロジェクトにおける品質マネジメントの指針に関する規格（ＩＳＯ１０００６）、プロジェクトの完了、プロジェクトの環境、プロジェクトの管理（計
画、コストの見積り、資源配分、ソフトウェアの技術的レビュー、分析、フィードバック、コミュニケーション、品質の確保、スケジューリング、マイルストーン）、プロジェクトの制約、プロジェクトの組織、
管理、原則、概念、問題、プロジェクトの追跡（例：ＰＥＲＴ、ガント、ＣＰＭ、ＣＣ）、プロジェクトマネジメント、プロジェクトマネジメントに関する知識、プロジェクトマネジメントの役割、プロジェクトマネジ
メント計画書作成、プロジェクトライフサイクル、プロジェクト管理ツール、プロジェクト計画、プロジェクト計画と適切なプロセスモデルの選択、プロジェクトのスケジューリングとマイルストーン、プロ
ジェクト計画に関する規格（ＩＳＯ／ＩＥＣ／ＩＥＥＥ１６３２６）、プロジェクト憲章作成、プロジェクト作業の監視コントロール、プロジェクト実行の指揮・マネジメント、プロジェクト終結、プロセス設計におけ
るテーラリング、モニタリングと報告、ユーザ文書の作成（例：参照マニュアル、操作手順、オンライン文書）、リスクマネジメントに関する知識（ＥＲＭなど）、リスク分析、リスク分析の方法、一般的な
プロジェクトマネジメント、管理上の概念、ストレスと時間管理、業務遂行能力の基準、計画、結果の測定と分析、古典的なマネジメントモデル、構成管理、作業構造（ＷＢＳ）とスケジュール、資金
調達／見積もり／予算作成、事後分析、是正とリカバリ、全社的／組織的なマネジメントの構造、統合変更管理、費用便益分析、複数プロジェクトの管理、変更のコントロール、報酬と規律、役割
／責任／説明責任

プロジェクト統合マネジメント ＥＶＭ（ＥａｒｎｅｄＶａｌｕｅＭａｎａｇｅｍｅｎｔ）、ＷＢＳ（ＷｏｒｋＢｒｅａｋｄｏｗｎＳｔｒｕｃｔｕｒｅ）の作成、アクティビティ所要期間見積り手法、アクティビティ定義、ガントチャート：プロジェクト計画、コスト計算、チー
ムワーク、クリティカルパス、システムのリリース手順の作成、システムの変更のトレース、システムの変更監視、システムの変更計画、システムライフサイクル、システムリリースの実施、システム
開発手法、システム工学におけるプロジェクト管理の性質、基本原理、システム構成管理、タスクのスケジューリング、チーム編成、ソフトウェアプロジェクト管理の難しさ、データの統計的分析手
法、ナレッジマネジメント、プロジェクト・スコープ記述書の記述項目、プロジェクトフェーズ又はプロジェクトの終結、プロジェクトマネジメント計画（プロジェクト境界の識別）、プロジェクトマネジメント
計画（個別マネジメント計画の最適化）、プロジェクトマネジメント計画（実績測定ベースラインの識別）、プロジェクトマネジメント計画書の記述項目、プロジェクトマネジメント情報システム（ＰＭＩＳ）、
プロジェクトマネジメント方法論、プロジェクト完了後評価指標、プロジェクト管理情報の確保、仕様へのタイムリーな準拠、タイムリーな引き渡し、プロジェクト計画の作成、プロジェクト憲章（ビジネ
ス視点でのプロジェクト目的・ニーズの識別）、プロジェクト憲章（プロジェクトマネージャの責任の識別）、プロジェクト憲章（前提／制約条件、重要リスクの識別）、プロジェクト憲章の記述項目、プロ
ジェクト憲章の作成、プロジェクト作業のコントロール、プロジェクト作業の監視コントロール、プロジェクト作業の指揮、プロジェクト実行の指揮・マネジメント、プロジェクト選定手法、リスクマネジメン
ト、リソースの割り当て、リリース可否判定、意思決定をチームに割り当てる：問題と選択肢、開発プロジェクト体制構築に関する知識、開発投資対効果、学んだ教訓の収集、管理サポートの測定
基準の役割、業務運用設計、契約計画、計画と評価、見積り手法、工数の見積り、資源配分、出荷判定、専門家の判断、統合変更管理（変更管理委員会による合意形成）、統合変更管理（変更手
順の確立）、統合変更管理（変更追跡）、特別採用、標準、法的要件、コンサルタント、下請業者、それらの利用と管理、品質計画、品質保証、変更のコントロール、問題解決手法、ファシリテーショ
ン技法、プロジェクトマネジメント情報システム、会議、分析技法、変更管理ツール

プロジェクトコストマネジメント コストのコントロール、コストコントロール（コスト差異分析）、コストコントロール（組織コスト管理システム）、コストの見積り、コストの予算化、コストベースライン（見積もりコストの集約）、コストベー
スライン（組織予算とのすり合わせ）、コストベースライン（予備コストの設定）、コスト見積もり（係数見積もり）、コスト見積もり（積み上げ見積もり）、コスト見積もりに関する知識、コスト集約、コスト
変更管理システム、システムライフサイクル、パフォーマンス測定分析、プロジェクトのパフォーマンス・レビュー、プロジェクトマネジメント・ソフトウェア、リスク分析手法、開発投資対効果、契約管
理、限度額による資金調整、購入・取得計画、差異マネジメント、予算の編成、予測、予備設定分析、アーンド・バリュー・マネジメント、グループ意思決定技法、コード再利用工数の見積り、コスト見
積もり（類推見積もり）、ストーリー・ポイント見積り、ソースコード行数見積り、タイムボックス見積り、パフォーマンス・レビュー、パラメトリック見積り、ファンクション・ポイント見積り、プライスツーウイ
ン、ベンダー入札の分析、ボトムアップ見積り、マネジメント・メトリックス、ユースケース・ポイント見積り、過去の関連性、会議、三点見積り、残作業効率指数（ＴＣＰＩ）、資金限度額による調整、専門
家の判断、品質コスト（ＣＯＱ）、分析技法

プロジェクトコミュニケーション
マネジメント

「Ｚカード」／多重折参照カード、１対１のミーティング、Ｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ、ＯＨＳＡＳ１８００１労働安全衛生マネジメントシステム、イントラネット、オフショア開発、キャリアプラン（キャリアパス、キャリアカ
ウンセリング）、コミュニケーションシナリオ、コミュニケーションに対する要求事項の分析、コミュニケーションの管理、コミュニケーションの計画、コミュニケーション計画（コミュニケーションマネジメン
ト計画書の作成・合意）、コミュニケーション計画（コミュニケーション技術の活用）、コミュニケーション計画（コミュニケーション要求の分析）、コンプライアンス、コンプライアンス教育、シミュレーショ
ン・ゲーム、ステークホルダー・マネジメント、ステークホルダ間情報共有（コミュニケーション手段）、ステークホルダ間情報共有（課題共有）、ステークホルダ間情報共有（協力・すり合わせ）、チー
ム・ミーティング、トレーニング・セッション、ニュースレター、パートナーとのコミュニケーション、ブリッジＳＥ、プロジェクト実績情報（パフォーマンスレビュー会議）、プロジェクト実績情報（パフォーマン
ス情報の収集・編集）、プロジェクト実績情報（実績データ収集システム）、ポスター／ロードマップ、ワークショップ、外部委託、給与明細による通知、教育・訓練の実施方法、教育・訓練の評価方
法、教訓プロセス、掲示板やメールボックスを使った質疑応答やフィードバック、購買先プロセス監査、情報の配布、情報収集検索システム、情報倫理、組織全体のミーティング、組織論、内部統
制、補足連絡文書、労働衛生安全法、オンライン・コラボレーション・ツール、コミュニケーション・モデル、コミュニケーション技術、コミュニケーション手段、コミュニケーション方法、コミュニケーション
要求事項分析、パフォーマンス報告、ベロシティ、過去のベロシティ、会議、思慮深いコミュニケーション、自動化システム、情報マネジメント・システム、情報ラジエーター、情報配布ツール、専門家
の判断

（実装）　プロジェクトマネジメン
ト手法
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横断的活動を円滑に
進めるための支援を
すること【ＩＴ経営共通
領域】

変革プロジェクトの全
体マネジメント（プログ
ラムマネジメント）をす
ること【プロジェクトマ
ネジメント】
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知識項目
スキル
大分類

スキル分類 スキル項目
大分

類コー
ド

タスク大分類
中分

類コー
ド

タスク中分類

プロジェクトスコープマネジメン
ト

ＰＥＲＴ（ＰｒｏｇｒａｍＥｖａｌｕａｔｉｏｎａｎｄＲｅｖｉｅｗＴｅｃｈｎｉｑｕｅ）、ＷＢＳ（ＷｏｒｋＢｒｅａｋｄｏｗｎＳｔｒｕｃｔｕｒｅ）、ＷＢＳの作成、アクティビティの定義、アロー・ダイアグラム法（ＡＤＭ）、コンフィグレーション・マネ
ジメント・システム、スケジュール・ネットワーク・テンプレート、スコープ・コントロール、スコープコントロール（スコープ変更による影響分析）、スコープコントロール（スコープ変更フォロー）、スコープ
コントロール（スコープ変更手順の確立と合意）、スコープコントロール（繰り延べ評価）、スコープのコントロール、スコープの定義、スコープ計画、スコープ検証（ステークホルダ承認）、スコープ定
義、スコープ定義（ＷＢＳ）、スコープ定義（スコープ記述）、スコープ定義（要素成果物）、ステークホルダー分析、ソフトウェアライフサイクルプロセス（ＳＬＣＰ）、ソフトウェア開発手法、ソフトウェア再
利用に関する知識、チェンジマネジメント、テンプレート、書式、標準、プレシデンス・ダイアグラム法（ＰＤＭ）、プロジェクト・スコープ記述書の記述項目、プロジェクトマネジメント・ソフトウェア、プロ
ジェクトマネジメント計画書の記述項目、プロジェクトマネジメント情報システム（ＰＭＩＳ）、プロジェクトマネジメント方法論、プロジェクト憲章の記述項目、プロセス成熟度、プロダクト分析、ボトムアッ
プ見積り、リードとラグの適用、リスクマネジメント、リバースエンジニアリング、ローリング・ウェーブ計画法、ワーク・ブレークダウン・ストラクチャーのテンプレート、依存関係の決定、係数見積り、計
画構成要素、検査、公開見積りデータ、差異分析、再計画、三点見積り、専門家の判断、代替案識別、代替案分析、変更管理システム、予備設定分析、要素分解、類推見積り、アンケートと調査、
インタビュー、グループ意思決定技法、グループ発想技法、コンテキスト・ダイアグラム、ファシリテーション型ワークショップ、フォーカス・グループ、プロトタイプ、ベンチマーキング、レビューと会議、
観察、代替案生成、文書分析

プロジェクトステークホルダマ
ネジメント

コミュニケーション手段、ステークホルダ・マネジメント、ステークホルダの管理、ステークホルダの特定、課題ログ、コミュニケーションツール、コミュニケーション方法、ステークホルダー分析、ペル
ソナ・モデリング、ベロシティ・メトリックスと昨日の天気、マネジメント・スキル、会議、情報マネジメント・システム、情報ラジエーター、人間関係のスキル、専門家の判断、分析手法

プロジェクトタイムマネジメント Ｗｈａｔ－Ｉｆシナリオ分析、アクティビティの順序付け、アクティビティ期間の見積り、カレンダーの適用、クリティカル・チェーン法、クリティカル・パス法、コスト報告システム、スケジュール・コントロー
ル、スケジュール・ネットワーク分析、スケジュール・モデル、スケジュールコントロール（スケジュール変更による影響分析）、スケジュールコントロール（スケジュール変更フォロー）、スケジュールコ
ントロール（スケジュール変更手順の確立と合意）、スケジュールのコントロール、スケジュールの作成、スケジュールベースライン（スケジュール作成）、スケジュールベースライン（作業所要期間
見積もり）、スケジュールベースライン（作業要員見積もり）、スケジュール短縮、スケジュール変更管理システム、タイム報告システム、バー・チャートによるスケジュール対比、パフォーマンス情報
の収集・編集、パフォーマンス測定、プロジェクトマネジメント・ソフトウェア、プロジェクト作業の監視コントロール、プロジェクト実行の指揮・マネジメント、リードとラグの調整、リスクマネジメント、リス
ク分析手法、レビューおよび評価のポイント、差異分析、作業定義（作業スキル設定）、作業定義（作業順序設定）、作業定義（作業分解）、資源平準化、情報提示ツール、状況レビュー会議、進歩
報告、統合変更管理、品質の評価、ＳＡＩＶとタイムボックス、グループ意思決定技法、サービスレベル・アグリーメント、スケジューリング・ツール、ストーリー・ブレークダウン・ストラクチャ、ストーリー
ボード、バーンアップ・チャートとバーンダウン・チャート、パフォーマンス・レビュー、パラメトリック見積り、フィーチャー・セット評価、プレシデンス・ダイアグラム法（ＰＤＭ）、ボトムアップ見積り、モデリ
ング技法、ユースケース、リードとラグ、ローリング・ウェーブ計画法、ワークフロー・ボードと日々のウォークスルー、依存関係の決定、会議、公開見積りデータ、根拠を基本としたレビュー、最優先
順位付けレビュー、三点見積り、仕掛限界とサービス・クラス、資源最適化技法、振り返り（ｒｅｔｒｏｓｐｅｃｔｉｖｅ）、専門家の判断、漸進的プロダクト計画、代替案分析、分析技法、予備設定分析、要素
分解、累積フローダイヤグラム、類推見積り

プロジェクトリスクマネジメント システム完全性水準、システム及びソフトウェア保証に関する規格（ＩＳＯ／ＩＥＣ１５０２６）、ソフトウェア完全性水準、チェックリスト分析、プラスのリスク（好機）に対する戦略、プロダクトポートフォリ
オマネジメント（ＰＰＭ）、マイナスのリスク（脅威）に対する戦略、ライフサイクルプロセス、リスク・マネジメント計画、リスクのコントロール、リスクの監視コントロール、リスクの特定、リスクの評価、リ
スクへの対応、リスクマネジメント、リスクマネジメントに関する規格（ＩＳＯ／ＩＥＣ１６０８５）、リスクモデル、リスク監視コントロール（リスク監査）、リスク監視コントロール（リスク評価）、リスク監視コン
トロール（差異・傾向分析）、リスク再査定、リスク識別（リスクカテゴリ）、リスク識別（リスク識別会議運営）、リスク対応策（コンティンジェンシプラン）、リスク対応策（リスク発生前対策）、リスク対応
策（確率・影響マトリクス）、リスク分析手法、リスク抑制の完全性水準、技術的実績の測定、脅威・好機両面戦略、計画会議と分析、差異・傾向分析、情報収集技法（ブレーンストーミング、デルファ
イ法、ＳＷＯＴ分析）、状況確認ミーティング、信頼等級、図解の技法、前提条件分析、発生時対応戦略、文書レビュー、保証ケース、予備設定分析、ＳＷＯＴ分析、コンティンジェンシー対応戦略、
データ収集・表現技法、リスク・データ品質査定、リスクレバレッジ係数の算出、リスク監査、リスク緊急度査定、リスク区分化、リスク発生確率・影響度査定、会議、技術的パフォーマンスの測定、
振り返り（ｒｅｔｒｏｓｐｅｃｔｉｖｅ）、専門家の判断、定量的リスク分析とモデリング技法、発生確率・影響度マトリックス、分析技法

プロジェクト資源マネジメント アーンド・バリュー法、コロケーション、コンフリクト・マネジメント、チームパフォーマンスのコントロール（コンフリクトマネジメントの実践）、チームパフォーマンスのコントロール（パフォーマンスの評
価）、チームパフォーマンスのコントロール（観察力と対話力）、チームマネジメント、チーム育成（チームビルディング）、チーム育成（トレーニング）、チーム育成（リーダシップ）、チーム形成活動、
チーム編成（オフショア調達）、チーム編成（チーム編成計画）、チーム編成（交渉）、トレーニング、ネットワーキング、バーチャル・チーム、プロジェクト・チームのマネジメント、プロジェクトチームの
育成、プロジェクトチームの管理、プロジェクトチームの結成、プロジェクトのパフォーマンス評価、プロジェクトマネジメント情報システム（ＰＭＩＳ）、プロジェクトマネジメント方法論、プロジェクト実行
の指揮・マネジメント、プロジェクト組織の決定、プロジェクト組織の編成、リソース見積り手法、一般的なマネジメント・スキル、課題ログ、外注契約、観察と会話、契約管理、健康管理に関する知
識、交渉、工数見積り手法、行動規範、購入・取得計画、資源のコントロール、資源の見積り、人的資源計画、先行任命、専門家の判断、組織図と順位記述書、組織論、調達、統合変更管理、秘
密保持契約（ＮＤＡ）、表彰と報奨、労働関連法規、テスト駆動開発（ＴＤＤ）、ペア・プログラミング、会議、獲得、信頼の醸成、人間関係のスキル、人事考課ツール、多基準意思決定分析

プロジェクト調達マネジメント ＣＯＴＳ（ＣｏｍｍｅｒｃｉａｌＯｆｆＴｈｅＳｈｅｌｆ）、オフショア開発、サービス・レベル・アグリーメント（ＳＬＡ）、サプライヤの選定、システム開発取引および契約、スクリーニング・システム、データ廃棄方法、ブ
リッジＳＥ、プロポーザル評価技法、リスク分析手法、海外調達に関する知識、記録マネジメント・システム、契約タイプ、契約管理（契約内容からの逸脱監視と是正対応）、契約管理（契約変更管
理）、契約管理（調達先パフォーマンスレビュー）、契約計画、契約交渉、契約終結、検収・納品管理、見積書の記述項目、購入・取得計画、重み付け法、進捗管理、請負契約による外部委託、専
門家の判断、知的所有権、著作権管理に関する知識、調達・契約計画の作成（組織調達方針・手続き）、調達・契約計画の作成（適切な契約形態の決定）、調達・契約計画の作成（内外製分析）、
調達のマネジメント、調達の管理、調達の計画、調達の条件に関する知識、調達の要求事項に関する知識、提案依頼書（ＲＦＰ）の記述項目、提案書の記述項目、適格納入者リストの作成、独自
見積り、内外製分析、入札公告、入札説明会、納入者の選定・発掘（契約交渉）、納入者の選定・発掘（調達基準）、納入者の選定・発掘（調達先候補の発掘）、納入者回答依頼、納入者選定、納
入者点数評価システム、秘密保持契約（ＮＤＡ）、標準書式、品質管理、要求仕様（要求管理）、クレーム管理、パフォーマンス報告、会議、契約変更管理システム、検査と監査、公告、市場調査、
支払システム、調達パフォーマンス・レビュー、調達監査、調達交渉、分析技法

プロジェクト品質マネジメント システム構成管理、システム品質の検証方法、システム品質検査に関する知識、システム品質評価メトリクス、テスト手法、品質コントロールの実施、品質の計画、品質改善（開発プロセス再構
築）、品質改善（組織プロセス調整）、品質改善（組織文化の改善）、品質管理、品質計画（品質メトリクス）、品質計画（品質目標）、品質計画（品質要求）、品質計量（検査・検証技術）、品質計量
（品質データの評価）、品質計量（品質の可視化）、品質保証の実施、ＱＣ七つ道具、プロセス分析、ベンチマーキング、会議、検査、実験計画法、承認済み変更要求のレビュー、統計的サンプリン
グ、費用便益分析、品質コスト（ＣＯＱ）、品質マネジメントとコントロールのツール、品質監査、品質計画ツール

テストのマネジメント手法 Ｖ字モデル（Ｖモデル）、Ｗ字モデル（Ｗモデル）、ウォータフォールモデル、コンポーネントテスト、システムテスト、テストドキュメントに関する規格（ＩＥＥＥＳｔｄ８２９、ＩＳＯ／ＩＥＣ／ＩＥＥＥ２９１１９－３）、
テストに関する規格（ＩＳＯ／ＩＥＣ／ＩＥＥＥ２９１１９シリーズ）、テストのマネジメント、テストの組織、テストリスクマネジメント、テストレベル、テスト環境マネジメント、テスト計画、テスト進捗マネジメン
ト、リスクベースドテスト、結合テスト、受け入れテスト、単体テスト、統合テスト、品質を確認する工程、品質を作り込む工程

品質レビュー手法 ＣＢＲ（ＣｈｅｃｋｌｉｓｔＢａｓｅｄＲｅａｄｉｎｇ）、ＣＦＩＡ（構成要素障害影響分析）、ＥＭＥＡ（エラーモード故障解析）、ＦＴＡ（フォールトの木解析）、ＭＩＳＲＡ－Ｃ、ＰＢＲ（ＰｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅＢａｓｅｄＲｅａｄｉｎｇ）、ＰＱ（パ
タン・キュー）デザインレビュー、ＳＢＲ（Ｓｃｅｎａｒｉｏ－ＢａｓｅｄＲｅａｄｉｎｇ）、アドホックレビュー、アルゴリズム分析、インスペクション、インタフェース分析、ウォークスルー、エラーモード、ソフトウェアＦＭ
ＥＡ、ソフトウェアＦＭＥＣＡ、チームレビュー、デザインレビュー（設計審査）、パスアラウンド、パストレース、ピアデスクチェック、ピアレビュー、フォールトに基づいた技法、フォールトモード、ペアプロ
グラミング、モジュール展開、ラウンドロビンレビュー、ラン・スルー、リーディング技法、レビューの技法、レビュー方法、形式言語、形式手法に基づくレビュー、故障モード、仕様・コードに基づいた
技法、七つの設計原理、制御フロー分析、静的解析、複雑度のメトリクス、複雑度分析

（実装）　プロジェクトマネジメン
ト手法

（支援活動）　品質マネジメント
手法
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タスク中分類

品質に関する基礎 ５ゲン主義、ＤＲ（設計レビュー）、ＩＳＯ／ＩＥＣ２５０００シリーズ（ＳＱｕａＲＥ）、ＭｃＣａｌｌの品質モデル、ＱＣＤ、ＱＣサークル活動、ＱＣ診断、ＲＡＤ、ＳＱＣ（統計的品質管理）、ＳＱＭＡＴ、アンチパター
ン、エラー、コトづくり、サービスの品質、システム／ソフトウェア製品の品質モデル（ＩＳＯ／ＩＥＣ２５０００シリーズ）、シミュレーションモデル、セーフティ、セキュリティ、ソフトウェアの品質、ソフトウェ
アの品質マネジメントの特徴、ソフトウェアパターン、ソフトウェア製品の品質モデル（ＩＳＯ／ＩＥＣ９１２６シリーズ）、ソフトウェア品質、ソフトウェア品質モデル、ソフトウェア品質特性、ディペンダビリ
ティ、ディペンダビリティの定義、ディペンダビリティ管理、ディペンダビリティ管理に関する規格、データ品質モデル、デミング賞、バグ、フォールト、プロセス品質、プロダクト品質、メトリクス、モデル
化、モデル検査、ユーザビリティ、リライアビリティ、安全性、移植性、一元的品質、改善、外部特徴、外部品質特性、機能性、狭義の質、系統故障、経営管理の１４の原則、結果系、検査重点主
義、現地・現物、故障、顧客志向、効率性、工程管理重点主義、広義の質、使用性、次工程はお客様、質、小集団活動、消費者指向、障害、信頼性、新製品開発重点主義、図式モデル、数理モデ
ル、生産性、製品品質、製品品質モデル、設計品質、全員参加、全社的品質管理、組織活性化、適合品質、当たり前品質、特性要因図、内部特徴、内部品質、内部品質特性、日本的品質管理、
品質の概念、品質の作り込み、品質の相対性、品質の定義（ＧｅｒａｌｄＭ．Ｗｅｉｎｂｅｒｇ）、品質の定義（ＩＥＥＥＳｔｄ６１０）、品質の定義（ＩＳＯ／ＩＥＣ２５０００シリーズ）、品質の定義（ＩＳＯ９０００）、品質の
定義（ＪａｍｅｓＭａｒｔｉｎ）、品質の定義（ＪｏｓｅｐｈＭ．Ｊｕｒａｎ）、品質の定義（ＰｈｉｌｉｐＢ．Ｃｒｏｓｂｙ）、品質の定義（ＲｏｂｅｒｔＬ．Ｇｌａｓｓ）、品質の定義（ＲｏｇｅｒＳ．Ｐｒｅｓｓｍａｎ）、品質の定義（ＷｉｌｌｉａｍＥ．Ｄｅ
ｍｉｎｇ）、品質の定義（狩野紀昭）、品質の定義（石川馨）、品質の定義（飯塚悦功）、品質の定義（品質の考え方の変遷）、品質マネジメント、品質改善、品質管理（ｑｕａｌｉｔｙｃｏｎｔｒｏｌ）、品質計画、品
質作り込み技術、品質第一、品質特性、品質副特性、品質保証、保守性、保全性、満足性、魅力的品質、無欠陥（ＺｅｒｏＤｅｆｅｃｔｓ）、有効性、要因系、利用時の品質、利用時の品質モデル、利用時
の品質特性、論理的推論

品質分析・評価手法 ＥＤＡ（探索的データ解析）手法、Ｆａｕｌｔ－Ｐｒｏｎｅ分析、ＮＨＰＰモデル、ＯＤＣ（直交欠陥分類）、ＰＤＰＣ法、ＰＴＲサブモデル、ＰＴＲ発生およびバックログ予測モデル、ｐ管理図、ＱＣ七つ道具、Ｒａｙｌｅｉ
ｇｈモデル、ｕ管理図、アロー・ダイアグラム法、インスペクション、インタフェース評価、ウォークスルー、クラスタ分析、グラフ、コード統合パターン、ゴンペルツ曲線、シミュレーション、ソフトウェアプ
ロトタイピング、ソフトウェア信頼性モデル、ソフトウェア信頼度成長モデル、チェックシート、データ解析・表現に関する技法、テクニカルレビュー、なぜなぜ分析、バグ分析、ハザードレート、パレート
図、ヒストグラム、フォールト発見数モデル、プロセス品質、プロセス品質の分析・評価、プロトタイピング、マトリクス・データ解析法、マトリクス図法、マネージメントレビュー、モデリング、ユーザガイ
ダンス、ユーザ親和性、ユーザ多様性、ユーザ対話スタイル（質問・応答、直接操作、メニュー選択、形式記入、コマンド言語、自然言語）、ユーザ分析、レーダーチャート、ロジスティック曲線、異常
値管理、一貫性、因子分析、回復性、学習容易性、管理限界、管理図、驚きの最小化、系統図法、欠陥除去モデル、故障発生時間モデル、工数・成果マトリクス、根本原因分析、再発防止システ
ム、散布図、指数形モデル、主成分分析、修正指数形モデル、習熟Ｓ字形モデル、重回帰分析、障害分析に関する技法、情報提示設計（モデル・ビュー・コントローラ（Ｍｏｄｅｌ－Ｖｉｅｗ－Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅ
ｒ））、信頼性予測に関する技法、新ＱＣ七つ道具、親和図法、数量化理論、正準相関分析、静的モデル、層別、多変量解析、多変量分散分析、探針、遅延Ｓ字形モデル、統計的データ解析モデ
ル、動的モデル、特性要因図、判別分析、非同次ポアソン過程モデル、品質座標、品質進捗管理に関する技法、品質分析・評価の技法、連関図法

創造力 問題発見力 環境変化に敏感になる能力（環境変化洞察の原則）、ＩＴを常に念頭に入れる能力（ＩＴ徹底利活用の原則）

俯瞰力 ＩＴＣコンテンツを活用する能力、戦略と実行を合わせる能力（戦略実行整合の原則）、全体視点で考える能力（全体最適の原則）、実施条件のバランスをとる能力（経営変革プロジェクト実施条件
バランスの原則）、リスクを意識して運営する能力（経営変革プロジェクトにおけるリスク意識の原則）

深耕力 人間関係を構築する能力、分析・評価する能力

継続力 持続的な成長を目指す能力（学習と成長の原則）

革新力 プロセスを改善・改革する能力、提供価値を問い続ける能力（価値創造の原則）

自分の考えを伝える力 プロフェッショナルの意識を持つ能力、経営者の「思い」を伝え組織を動かす能力（経営者牽引の原則）

相手の考えを理解する力 資質・適性を合わせる意識を持つ能力

共感を呼ぶ力 自己意識を持つ能力、協創意識を持つ能力、合意形成する能力

C2 変革プロジェクトのモ
ニタリング＆コント
ロールをすること  【モ
ニタリング＆コント
ロール】

ビジネス環境分析手法 ニーズ＆ウォンツの把握、ニーズの分析と優先順位付け、マーケティング環境分析、マーケティング戦略の長所と短所、モデル（待ち行列モデル、販売反応モデル等）、ユーザニーズの把握、価格
感受性、概念、環境要因の分析、技術的環境、競合の戦略の分析、経済環境、現状課題の調査と分析、顧客に対するポジショニング分析と設定、顧客要望、購買決定プロセスの理解、購買決定
者、購買行動に影響を与える要因の理解（文化的要因、社会的要因、個人的要因、心理的要因）、購買行動の理解、購買人口、差別化の検討、最適化ルーチン（微分法、数理計画法、統計的決
定理論、ゲーム理論等）、財務分析、参入障壁の分析、市場セグメントの選択、市場セグメントの評価、市場と市場セグメントの理解と設定、市場の機会と脅威の発見、市場規模、市場細分化（地
理的変数、人口動態変動、心理的変数、行動上の変数等）、市場調査と市場需要の測定、自社の強み分析、自社内のポジショニング分析と設定、社会情勢、需要の弾力性、需要曲線の見積も
り、人口動態環境、人的資源分析、政治、製品またはサービスのライフサイクル段階の分析、製品またはサービスの優位性分析、組織分析、弾力的需要、定量的方法論の適用と実践、統計的
ツールの活用（重回帰、判別分析、因子分析、クラスター分析、コンジョイント分析、多次元尺度法）、非弾力的需要、分析ツールとモデルを活用した投資分野の選定、文化的環境、法的環境、優
先順位の選定

ビジネス戦略と目標・評価 ＣＳＦ（ＣｒｉｔｉｃａｌＳｕｃｃｅｓｓＦａｃｔｏｒｓ）、ＩＳ投資評価手法、ＩＴ投資効果分析、ＩＴ評価手法、ＫＧＩ（ＫｅｙＧｏａｌＩｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＫＰＩ（ＫｅｙＰｅｒｆｏｒｍａｎｃｅＩｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＫＴ法、ＰＥＳＴ分析、ＷＢＳに関する知識、
ギャップ分析手法、シナリオプランニング、ナレッジマネジメント、ニーズ・ウォンツ分析、バランススコアカード、ヒアリング手法、ビジネスモデリングに関する知識、ビジネス環境分析、ビジネス戦略
立案、ベンチマーク、ポジショニング、リスクマネジメント、リスク分析手法、仮説構築法、企業競争力の分析手法、競合分析、業務分析手法、構造化手法、差異分析手法、成果の定量評価に関す
る知識、戦略マネジメントに関する知識、戦略目標、当該分野のソリューション市場に関する知識

経営管理システム ＣＲＭ、ＥＲＰ、ＳａａＳ、ＳＣＭ（ＳｕｐｐｌｙＣｈａｉｎＭａｎａｇｅｍｅｎｔ）、ＳＦＡ（ＳａｌｅｓＦｏｒｃｅＡｕｔｏｍａｔｉｏｎ）、ＳＯＡ（ＳｅｒｖｉｃｅＯｒｉｅｎｔｅｄＡｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）、ナレッジマネジメント、意思決定支援、企業内情報ポー
タル（ＥＩＰ）

経営戦略手法 ３Ｃモデル、３Ｃ分析、５Ｆｏｒｃｅｓ、６Ｗ１Ｈ、７Ｓ、ＣＳＦ（ＣｒｉｔｉｃａｌＳｕｃｃｅｓｓＦａｃｔｏｒｓ）、Ｍ＆Ａ、ＰＤＣＡサイクル（経営戦略立案）、ＰＤＣＡサイクル（経営分析）、ＰＰＭ、アウトソーシング、アライアンス、
インキュベータ、エンジニアリングシステム分野とビジネスシステム分野における情報システムの活用、グループ経営、コアコンピタンス、シェアドサービス、バランススコアカード、バリューチェーン
分析手法、ブルーオーシャン戦略、関連法規の理解と遵守、企業会計、企業理念、競合分析手法、競争戦略、経営管理、経営工学、経営戦略の基礎（経営戦略の理論や手法）、経営戦略の基礎
（顧客の要求・要望）、経営組織（事業部制、カンパニ制、ＣＩＯ、ＣＥＯほか）、差別化戦略、情報システム評価手法、情報戦略、成長マトリクス、連関図手法／ロジックツリー、ＳＷＯＴ分析

最新技術動向把握の手法 アプリケーションに関わる技術動向の把握、インダストリアプリケーション設計の実践、インダストリ共通アプリケーションに関する知識の活用、インダストリ固有アプリケーションに関する知識の活
用、ビジネス特許に関わる技術動向の把握、業務別アプリケーション設計の実践、業務別関連技術情報の把握と活用、業務別最適プラットフォーム選定、国際標準、業界標準、最新アプリケー
ションパッケージ動向の把握、最新インダストリアプリケーション動向の把握、最新ファシリティ、ネットワーク製品技術動向の把握と活用、最適プラットフォーム選定、先端技術、注目技術、国内外
のＩＴ市場規模と動向の把握、最新システム管理技術動向の把握、最新セキュリティ技術動向の把握、最新データベース技術動向の把握、最新ネットワーク技術動向の把握、最新ハードウェア技
術動向の把握、最新ミドルウェア技術動向の把握、最新プラットフォーム技術動向の把握、次世代のｅビジネスとその発展の把握

（企画）セールス事務管理手法 契約事務手法 クレーム管理、サービス仕様とサービスレベルの検討、外注、ＯＥＭ契約業務の理解、関連法規の理解と遵守、記録マネジメント・システム、契約の締結、契約業務の理解、契約条件の確認と合
意、契約条文に関する確認、折衝、契約内容の合意形成、契約変更管理システム、検査及び監査、固有契約書の作成、顧客環境の理解、顧客契約担当部門との交渉、購入者主催のパフォーマ
ンス・レビュー、支払システム、自社内関連部門との調整、実績報告、情報技術、例外事項の処理

（支援活動）　品質マネジメント
手法

（戦略）市場機会の評価と選定
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知識項目
スキル
大分類

スキル分類 スキル項目
大分

類コー
ド

タスク大分類
中分

類コー
ド

タスク中分類

データ分析手法 ｔ検定、カイ２乗検定、データ分析、仮説検定、決定係数（Ｒ２乗）、検定によるデータ分析、推定によるデータ分析、相関分析、多次元分析

マイニングモデル手法 データ・マイニング・モデル、マイニング・アルゴリズム、論理（ＬｏｇｉｃａｌＤａｔａＳｐｅｃ）スキーマ、論理データ仕様の定義

テキストマイニング手法 ＭａｐＲｅｄｕｃｅ、コレスポンデンス分析、テキストマイニング、マイニング設定の定義、数量化理論、文章のカテゴリ化、Ｈａｄｏｏｐ、Ｓａｗｚａｌｌ（プログラミング言語）

品質レビュー手法 ＣＢＲ（ＣｈｅｃｋｌｉｓｔＢａｓｅｄＲｅａｄｉｎｇ）、ＣＦＩＡ（構成要素障害影響分析）、ＥＭＥＡ（エラーモード故障解析）、ＦＴＡ（フォールトの木解析）、ＭＩＳＲＡ－Ｃ、ＰＢＲ（ＰｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅＢａｓｅｄＲｅａｄｉｎｇ）、ＰＱ（パ
タン・キュー）デザインレビュー、ＳＢＲ（Ｓｃｅｎａｒｉｏ－ＢａｓｅｄＲｅａｄｉｎｇ）、アドホックレビュー、アルゴリズム分析、インスペクション、インタフェース分析、ウォークスルー、エラーモード、ソフトウェアＦＭ
ＥＡ、ソフトウェアＦＭＥＣＡ、チームレビュー、デザインレビュー（設計審査）、パスアラウンド、パストレース、ピアデスクチェック、ピアレビュー、フォールトに基づいた技法、フォールトモード、ペアプロ
グラミング、モジュール展開、ラウンドロビンレビュー、ラン・スルー、リーディング技法、レビューの技法、レビュー方法、形式言語、形式手法に基づくレビュー、故障モード、仕様・コードに基づいた
技法、七つの設計原理、制御フロー分析、静的解析、複雑度のメトリクス、複雑度分析

検査のマネジメント手法 ＩＰＤ（統合製品開発）、ソフトウェア工場、ドキュメント検査、意思決定のマネジメント、検査、検査のマネジメント、検査計画、源流管理、合否判定、出荷判定、製品検査、製品検査工程、設計部門と
検査部門の明確な分離、中間工程品質管理、中間成果物の検査工程、中間品質監査、品質の作り込み

品質マネジメント手法 ＤＭＡＩＣ、ＩＶ＆Ｖ、ＭＡＩＣ、ＱＣサークル、Ｑｆｉｎｉｔｙ、ＳＷＱＣ、シックスシグマ、ソフトウェア品質推進活動、トヨタ生産システム（ＴＰＳ）、レビュー重視、小集団活動、障害分析に基づく改善、全員参加、
独立した品質保証部門の存在、日本におけるソフトウェア品質保証、品質マネジメント組織、品質会計

品質に関する基礎 ５ゲン主義、ＤＲ（設計レビュー）、ＩＳＯ／ＩＥＣ２５０００シリーズ（ＳＱｕａＲＥ）、ＭｃＣａｌｌの品質モデル、ＱＣＤ、ＱＣサークル活動、ＱＣ診断、ＲＡＤ、ＳＱＣ（統計的品質管理）、ＳＱＭＡＴ、アンチパター
ン、エラー、コトづくり、サービスの品質、システム／ソフトウェア製品の品質モデル（ＩＳＯ／ＩＥＣ２５０００シリーズ）、シミュレーションモデル、セーフティ、セキュリティ、ソフトウェアの品質、ソフトウェ
アの品質マネジメントの特徴、ソフトウェアパターン、ソフトウェア製品の品質モデル（ＩＳＯ／ＩＥＣ９１２６シリーズ）、ソフトウェア品質、ソフトウェア品質モデル、ソフトウェア品質特性、ディペンダビリ
ティ、ディペンダビリティの定義、ディペンダビリティ管理、ディペンダビリティ管理に関する規格、データ品質モデル、デミング賞、バグ、フォールト、プロセス品質、プロダクト品質、メトリクス、モデル
化、モデル検査、ユーザビリティ、リライアビリティ、安全性、移植性、一元的品質、改善、外部特徴、外部品質特性、機能性、狭義の質、系統故障、経営管理の１４の原則、結果系、検査重点主
義、現地・現物、故障、顧客志向、効率性、工程管理重点主義、広義の質、使用性、次工程はお客様、質、小集団活動、消費者指向、障害、信頼性、新製品開発重点主義、図式モデル、数理モデ
ル、生産性、製品品質、製品品質モデル、設計品質、全員参加、全社的品質管理、組織活性化、適合品質、当たり前品質、特性要因図、内部特徴、内部品質、内部品質特性、日本的品質管理、
品質の概念、品質の作り込み、品質の相対性、品質の定義（ＧｅｒａｌｄＭ．Ｗｅｉｎｂｅｒｇ）、品質の定義（ＩＥＥＥＳｔｄ６１０）、品質の定義（ＩＳＯ／ＩＥＣ２５０００シリーズ）、品質の定義（ＩＳＯ９０００）、品質の
定義（ＪａｍｅｓＭａｒｔｉｎ）、品質の定義（ＪｏｓｅｐｈＭ．Ｊｕｒａｎ）、品質の定義（ＰｈｉｌｉｐＢ．Ｃｒｏｓｂｙ）、品質の定義（ＲｏｂｅｒｔＬ．Ｇｌａｓｓ）、品質の定義（ＲｏｇｅｒＳ．Ｐｒｅｓｓｍａｎ）、品質の定義（ＷｉｌｌｉａｍＥ．Ｄｅ
ｍｉｎｇ）、品質の定義（狩野紀昭）、品質の定義（石川馨）、品質の定義（飯塚悦功）、品質の定義（品質の考え方の変遷）、品質マネジメント、品質改善、品質管理（ｑｕａｌｉｔｙｃｏｎｔｒｏｌ）、品質計画、品
質作り込み技術、品質第一、品質特性、品質副特性、品質保証、保守性、保全性、満足性、魅力的品質、無欠陥（ＺｅｒｏＤｅｆｅｃｔｓ）、有効性、要因系、利用時の品質、利用時の品質モデル、利用時
の品質特性、論理的推論

セキュリティ品質に関する
手法

ＩＳＭＳ（情報セキュリティマネジメントシステム）、ＫＡＯＳ、ＳＤＬ、ＳＴＲＩＤＥ、ＵＭＬｓｅｃ、アタックツリー分析、アタックパターン、クロスサイトスクリプティング、ゴール指向要求技法、コモンクライテリ
ア、セキュアコーディング、セキュリティ、セキュリティテスト、セキュリティの技法、セキュリティパターン、セキュリティユースケース法、セキュリティ機能要件、セキュリティ設計、セキュリティ評価手法
ＣＥＭ（ＣｏｍｍｏｎＥｖａｌｕａｔｉｏｎＭｅｔｈｏｄｏｌｏｇｙ）、セキュリティ保証要件、セキュリティ要求分析、セキュリティ要件、ファジング、フォレンジック、プライバシー、ペネトレーションテスト（侵入テスト）、ミス
ユースケース法、攻撃、情報セキュリティ、脆弱性

ユーザビリティ品質に関す
る手法

ＣＩＦ（ＣｏｍｍｏｎＩｎｄｕｓｔｒｙＦｏｒｍａｔｆｏｒＵｓａｂｉｌｉｔｙ）、ＵＣＤ（人間中心設計）、ＵＸ（ＵｓｅｒＥｘｐｅｒｉｅｎｃｅ）、インタラクティブシステムの人間中心設計、エキスパートレビュー、ヒューリスティック法、ユー
ザーエクスペリエンス、ユーザビリティ、ユーザビリティテスト、ユーザビリティラボ、リモート・ユーザビリティテスト、効率性、使用性、使用性の技法、思考発話法、認知的ウォークスルー、満足性、
有効性

セーフティ品質に関する手
法

ＳＩＬ（安全度水準）、アクティブセーフティ、エラープルーフ、エラー推測テスト、セーフティ、セーフティ・クリティカルシステムのテスト、セーフティの技法、ハザード（ｈａｚａｒｄ）、ハザードに対するシナリ
オテスト、パッシブセーフティ、フェイルセーフ、フェイルソフト、フェイルソフトリー、フォールト・アボイダンス、フォールト・トレランス、リスクアセスメント技法（ＩＳＯ／ＩＥＣ３１０１０）、リスク低減技法、リ
スク抑制の完全性水準（ＩｎｔｅｇｒｉｔｙＬｅｖｅｌ）、レジリエンス（Ｒｅｓｉｌｉｅｎｃｅ）、安全（ｓａｆｅｔｙ）、安全機能、安全機能に対するテスト、安全性、安全性解析、危害（ｈａｒｍ）、機能安全（ＦｕｎｃｔｉｏｎａｌＳａｆｅｔｙ）、
固有安全（ＩｎｔｒｉｎｓｉｃＳａｆｅｔｙ）、故障モード、信頼性、本質安全（ＩｎｈｅｒｅｎｔＳａｆｅｔｙ）

法的権利・法的責任のマネジ
メント手法

ＯＳＳライセンス、ＰＬ法（製造物責任法）、個人情報保護法、商標法、知的財産権、知的財産権の法的権利・法的責任のマネジメント、知的財産権以外の法的権利・法的責任のマネジメント、著作
権法、特許法、不正アクセス禁止法、法的権利・法的責任のマネジメント

品質要求分析手法 ＦＵＲＰＳ＋、ＧＱＭ手法、ＮＦＲフレームワーク、Ｐｌａｎｇｕａｇｅ、ＱＦＤ（品質機能展開）、ＲＡＳＩＳ、フィーチャーツリー、フィーチャーマトリクス、ユーティリティ・ツリー、概念モデル、機能要求、機能要求
分析、非機能要求、非機能要求グレード、非機能要求分析、品質機能展開、品質表、品質要求定義、要求可変性分析、要求分析

品質マネジメントシステム構築
手法

“品質第一”の考え方、ＣＣ／ＣＥＭ、ＣＣ承認協定、ＩＳＭＳ（情報セキュリティマネジメントシステム）、ＩＴセキュリティ評価認証制度、ＱＣサークル活動、ＱＣ診断、ＱＭＳ、ＳＱＬインジェクション、ＴＱＣ
（総合的品質管理）、ＴＱＭ（総合的品質マネジメント）、コモンクライテリア、セキュリティターゲット、セキュリティのマネジメント、セキュリティホール、ソフトウェア品質マネジメントシステムの構築と運
用、データ・事実に基づく管理、バッファーオーバーフロー、プロセスアプローチ、プロテクションプロファイル、暗号アルゴリズムの危殆化、機能別管理、継続的改善、現地・現物、質、小集団活動、
人間性尊重、脆弱性、脆弱性管理、全員参加、全員参加型の改善活動、全社的品質管理、組織活性化、認証制度、品質マネジメントシステム、品質マネジメントシステムに関する規格（ＩＳＯ９００
０シリーズ）、品質マネジメントシステム－持続的成功の指針（ＪＩＳＱ９００５）、品質改善、品質管理、品質計画、品質保証、品質目標、方針管理

品質保証に関する手法 ＩＶ＆Ｖ（ＩｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔＶ＆Ｖ）、ＮＡＳＡのＩＶ＆Ｖ、Ｖ＆Ｖ（Ｖｅｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ＆Ｖａｌｉｄａｔｉｏｎ）、Ｖ＆Ｖ計画、プロセス、プロダクト、検証（Ｖｅｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、妥当性確認（Ｖａｌｉｄａｔｉｏｎ）、品質マネジメント、品質保
証

品質測定・評価手法 ＣｙｃｌｏｍａｔｉｃＮｕｍｂｅｒ、ＧＱＭ（Ｇｏａｌ、Ｑｕｅｓｔｉｏｎ、Ｍｅｔｒｉｃ）、ＬＯＣ（ソースコード行数）、ＳｏｆｔｗａｒｅＳｃｉｅｎｃｅ、システム及びソフトウェア測定、システム及びソフトウェア評価、ソフトウェアプロセス・プ
ロダクト計量、ソフトウェアプロセス計算手法、ソフトウェア情報モデル、ソフトウェア測定プロセスに関する規格（ＩＳＯ／ＩＥＣ１５９３９）、ソフトウェア品質の考え方、ファンクションポイント、フォールト
種まき、プロセスメトリクス、プロセス品質、プロダクトメトリクス、プロダクト品質、メトリクス、開発基盤のメトリクス、外部メトリクス、外部品質、間隔尺度、間接測定値、基本メトリクス、基本測定量、
規模メトリクス、計量結果の品質、作業品質、指標、尺度、順序尺度、測定プロセス、測定尺度、測定値、測定理論、測定量、属性、直接測定値、導出メトリクス、導出測定量、内部メトリクス、内部
属性、比率尺度、評価プロセス、評価基準、評価要求、評定水準、品質メトリクス、品質モデル、品質特性、品質副特性、複雑度のメトリクス、変異仕留め数、名義尺度、網羅度／徹底度計量尺
度、利用時の品質メトリクス

（実装）　データマイニング手法

（支援活動）　品質マネジメント
手法
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ド
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類コー
ド

タスク中分類

リスク管理手法 ＩＳＯ／ＩＥＣ２７００１、ＩＳＯ３１０００、ＲｉｓｋＩＴ、テクニカル・オブザベーション・ポスト、パレート分析、リスクに対する取り組み方法の策定、リスクの管理（Ｍ＿ｏ＿Ｒ）、リスクの事前評価、リスクの識
別、リスクへの対応、リスクマネジメント計画策定、リスク監視と管理、リスク管理の原則、リスク識別、リスク対応計画の策定、仮説検定、管理目的と管理方法の策定、残留リスクの承認、実現可
能性の評価、障害の分離、親和図法、石川ダイヤグラム、定性的リスク分析、定量的リスク分析、不測事態対応計画

情報セキュリティ管理手法 ＣＯＳＯＥＲＭフレームワーク、ＰＫＩ、インシデント、ガイドラインと関連法規、セキュリティ・コントロール、セキュリティ対策（機密保護、改ざん防止対応、不正侵入、コンピュータウィルス、インテグリ
ティ対策、可用性対策、安全対策、ソーシャルエンジニアリング）、セキュリティ対策の初動処理、セキュリティ保護の実施、セキュリティ問題からの復旧、セキュリティ問題の検知、セキュリティ問題
の分析、セキュリティ要件の設定、プライバシ保護、リスク管理、日本版ＣＯＳＯフレームワーク

（支援活動）　ITガバナンス ITガバナンス手法 ＩＴサービスマネジメント（ＩＴＩＬ、ＩＳＯ２０００）、エンタープライズのアーキテクチャ（ザックマンフレームワーク、ＴＯＧＡＦ）、コーポレートガバナンス（ＣＯＳＯＥＲＭ）、システム開発プロセス改善（ＳＥＩＣＭ
ＭＩ）、システム開発ライフサイクル（ラショナルユニファイドプロセスなど）、プロジェクトマネジメント（ＰＲＩＮＣＥⅡ、ＰＭＩＰＭＢＯＫ）、インタビュー、ブレーンストーミング、プロセス・モデリング、レ
ビュー、ワークショップ、課題トラッキング、教訓、組織モデリング、調査やアンケート、文書分析

（支援活動）　資産管理手法 知的資産の管理活用手法 ビジネスモデル特許、効果の把握と改善の実施、知財マネジメントシステム（自社知的財産権の侵害控訴）、知財マネジメントシステム（知的財産権の取得）、知財マネジメントシステム（知的財産
権の侵害チェック）、知財マネジメントポリシー（著作権の確保）、知財マネジメントポリシー（発明の特許化）、知財マネジメントポリシー（法的な品質管理）、知的資産のデータベース化（付加価値、
構造化、共有化）、知的資産の維持、管理、知的資産の活用

人材育成管理手法 ＣＣＳＦ（共通キャリア・スキルフレームワーク）、ＣＳ（顧客満足）、ＥＳ（従業員満足）、ＥＴＳＳ（組込みスキル標準）、ＩＳＴＱＢ、ＩＳの歴史と進化、ＩＳリテラシ、メディアリテラシ、ＩＴＳＳ（ＩＴスキル標準）、ｉ
コンピテンシ・ディクショナリ、ＪＣＳＱＥ、ＯＦＦＪＴ、ＯＪＴ、ＰＳ（パートナー満足）、ＳＥＰＧリーダーコース、ＵＩＳＳ（情報システムユーザースキル標準）、アンカーキャリア、カウンセリング、ギャップの分
析、キャリアパス、キャリア開発計画、コーチング、ゴールの設定、スキル管理、スキル標準、ストレスが原因の病気と対応、ストレスの発見と対策、ヒューマンコミュニケーション、ファシリティマネジ
メント、フォローと振り返り、プレコーチング、メンタリング、メンタルケア、メンタルヘルスに関する知識、モチベーション、モチベーションマネジメント、育成計画、外部研修に関する知識、技術知識、
教育・育成のマネジメント、教育・育成のマネジメント技法、教育計画の策定、教育講座開発、教育実施、業界標準に準拠した教育カリキュラムの知識、業務経験、研修計画、現状の明確化、個人
別達成目標の設定、行動の決定、採用条件決定、資格に関する知識、自己実現、実績、人員体制作り、人間性の醸成、人材のスキル標準（ＩＴＳＳ、ＥＴＳＳ、ＵＩＳＳ）、専門知識の修得と活用、専門
分野知識、組織要員体制の計画、動機付け、特有のストレス、能力評価、評価・採用、募集、面談（定期、不定期）、目標設定進捗状況の確認、要員スキル（技術知識、業務経験）の把握と活用、
要員育成の進捗管理

教育手法 インストラクショナルデザイン、オーサリング、プレゼンテーション技術の活用と実践

（支援活動）　情報セキュリティ リスク分析手法 ベースラインアプローチ、脅威の分類・調査、詳細リスク分析、脆弱性の把握・評価、組み合わせアプローチ、対策検討、調査方法、定性的リスク評価、定量的リスク評価、非形式的アプローチ、評
価基準

FAQ ＦＡＱの公開、ＦＡＱの作成手順

ナレッジベース ナレッジベースのコンテンツ、ナレッジベースの構築、保守

ナレッジマネジメントの意義 ナレッジマネージメントのプロセス、ナレッジマネージメントの利点

ナレッジマネジメントシステム ナレッジマネジメントシステムのメリット、ナレッジマネジメントシステムの機能、ナレッジマネジメントシステム導入時の留意点

関連知識

企業活動 情報セキュリティ監査 リスクアプローチ、監査リスク、監査技法、監査契約に関連する一般知識、監査契約に関連する法律、監査契約リスク、監査手続ガイドライン、監査証拠、監査人の基本的責務（外観上の独立性、
精神上の独立性、誠実性、秘密保持）、監査人の客観性、監査人の独立性、監査人の力量、監査人相互の倫理、監査品質、監査報告会、情報セキュリティ監査に関連するその他の監査、情報セ
キュリティ監査基準、情報セキュリティ監査実施基準、情報セキュリティ監査報告基準ガイドライン、情報セキュリティ管理基準、情報セキュリティ個別管理基準、被監査主体のリスクアセスメント結
果、紛争審査、監査品質審査への協力

創造力 問題発見力 環境変化に敏感になる能力（環境変化洞察の原則）、ＩＴを常に念頭に入れる能力（ＩＴ徹底利活用の原則）

俯瞰力 ＩＴＣコンテンツを活用する能力、戦略と実行を合わせる能力（戦略実行整合の原則）、全体視点で考える能力（全体最適の原則）、事実情報による客観的な観察を行う能力（評価客観性の原則）、
ステイクホルダーの責任権限を明確にする能力（ステイクホルダーの責任権限明確化の原則）

深耕力 人間関係を構築する能力、分析・評価する能力

継続力 持続的な成長を目指す能力（学習と成長の原則）

革新力 プロセスを改善・改革する能力、提供価値を問い続ける能力（価値創造の原則）

自分の考えを伝える力 プロフェッショナルの意識を持つ能力、経営者の「思い」を伝え組織を動かす能力（経営者牽引の原則）

相手の考えを理解する力 資質・適性を合わせる意識を持つ能力

共感を呼ぶ力 自己意識を持つ能力、協創意識を持つ能力、合意形成する能力

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ス

キ
ル

実行・実践力

コミュニケーション力

テ
ク

ノ
ロ

ジ

（支援活動）　リスクマネジメント
手法

（支援活動）　人材育成・教育・
研修

（共通技術）　ナレッジマネジメン
ト技術
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知識項目
スキル
大分類

スキル分類 スキル項目
大分

類コー
ド

タスク大分類
中分

類コー
ド

タスク中分類

C3 変革プロジェクトにお
ける有効なコミュニ
ケーションを実現する
こと  【コミュニケー
ション】

プロジェクトマネジメント システムのメトリクス、システム開発の品質保証、システム開発計画の策定、実施、システム文書の作成、スケジューリング、スコープとスコープ管理、ソフトウェアの計測および見積りの技法、ソフ
トウェア開発マネジメントの種類（調達マネジメント、プロジェクトマネジメント、開発マネジメント、保守マネジメント、リスクマネジメント等）、ソフトウェア構成管理の方法、ソフトウェア製品の品質保
証に使用する様々な手法と技術、ソフトウェア品質保証の方法、チーム管理：チームプロセス、チーム編成と意思決定、ソフトウェアチームにおける役割と責任、役割の識別と割当て、プロジェクト
追跡、チーム問題解決、トラッキング、プロジェクト、プロジェクト＆プログラムマネジメント（Ｐ２Ｍ）、プロジェクト・スコープ記述書暫定版作成、プロジェクトガバナンス、プロジェクトスタッフの考え方
（例：マトリクス管理、人間の要因、チーム組織、報告）、プロジェクトにおける品質マネジメントの指針に関する規格（ＩＳＯ１０００６）、プロジェクトの完了、プロジェクトの環境、プロジェクトの管理（計
画、コストの見積り、資源配分、ソフトウェアの技術的レビュー、分析、フィードバック、コミュニケーション、品質の確保、スケジューリング、マイルストーン）、プロジェクトの制約、プロジェクトの組織、
管理、原則、概念、問題、プロジェクトの追跡（例：ＰＥＲＴ、ガント、ＣＰＭ、ＣＣ）、プロジェクトマネジメント、プロジェクトマネジメントに関する知識、プロジェクトマネジメントの役割、プロジェクトマネジ
メント計画書作成、プロジェクトライフサイクル、プロジェクト管理ツール、プロジェクト計画、プロジェクト計画と適切なプロセスモデルの選択、プロジェクトのスケジューリングとマイルストーン、プロ
ジェクト計画に関する規格（ＩＳＯ／ＩＥＣ／ＩＥＥＥ１６３２６）、プロジェクト憲章作成、プロジェクト作業の監視コントロール、プロジェクト実行の指揮・マネジメント、プロジェクト終結、プロセス設計におけ
るテーラリング、モニタリングと報告、ユーザ文書の作成（例：参照マニュアル、操作手順、オンライン文書）、リスクマネジメントに関する知識（ＥＲＭなど）、リスク分析、リスク分析の方法、一般的な
プロジェクトマネジメント、管理上の概念、ストレスと時間管理、業務遂行能力の基準、計画、結果の測定と分析、古典的なマネジメントモデル、構成管理、作業構造（ＷＢＳ）とスケジュール、資金
調達／見積もり／予算作成、事後分析、是正とリカバリ、全社的／組織的なマネジメントの構造、統合変更管理、費用便益分析、複数プロジェクトの管理、変更のコントロール、報酬と規律、役割
／責任／説明責任

プロジェクト統合マネジメント ＥＶＭ（ＥａｒｎｅｄＶａｌｕｅＭａｎａｇｅｍｅｎｔ）、ＷＢＳ（ＷｏｒｋＢｒｅａｋｄｏｗｎＳｔｒｕｃｔｕｒｅ）の作成、アクティビティ所要期間見積り手法、アクティビティ定義、ガントチャート：プロジェクト計画、コスト計算、チー
ムワーク、クリティカルパス、システムのリリース手順の作成、システムの変更のトレース、システムの変更監視、システムの変更計画、システムライフサイクル、システムリリースの実施、システム
開発手法、システム工学におけるプロジェクト管理の性質、基本原理、システム構成管理、タスクのスケジューリング、チーム編成、ソフトウェアプロジェクト管理の難しさ、データの統計的分析手
法、ナレッジマネジメント、プロジェクト・スコープ記述書の記述項目、プロジェクトフェーズ又はプロジェクトの終結、プロジェクトマネジメント計画（プロジェクト境界の識別）、プロジェクトマネジメント
計画（個別マネジメント計画の最適化）、プロジェクトマネジメント計画（実績測定ベースラインの識別）、プロジェクトマネジメント計画書の記述項目、プロジェクトマネジメント情報システム（ＰＭＩＳ）、
プロジェクトマネジメント方法論、プロジェクト完了後評価指標、プロジェクト管理情報の確保、仕様へのタイムリーな準拠、タイムリーな引き渡し、プロジェクト計画の作成、プロジェクト憲章（ビジネ
ス視点でのプロジェクト目的・ニーズの識別）、プロジェクト憲章（プロジェクトマネージャの責任の識別）、プロジェクト憲章（前提／制約条件、重要リスクの識別）、プロジェクト憲章の記述項目、プロ
ジェクト憲章の作成、プロジェクト作業のコントロール、プロジェクト作業の監視コントロール、プロジェクト作業の指揮、プロジェクト実行の指揮・マネジメント、プロジェクト選定手法、リスクマネジメン
ト、リソースの割り当て、リリース可否判定、意思決定をチームに割り当てる：問題と選択肢、開発プロジェクト体制構築に関する知識、開発投資対効果、学んだ教訓の収集、管理サポートの測定
基準の役割、業務運用設計、契約計画、計画と評価、見積り手法、工数の見積り、資源配分、出荷判定、専門家の判断、統合変更管理（変更管理委員会による合意形成）、統合変更管理（変更手
順の確立）、統合変更管理（変更追跡）、特別採用、標準、法的要件、コンサルタント、下請業者、それらの利用と管理、品質計画、品質保証、変更のコントロール、問題解決手法、ファシリテーショ
ン技法、プロジェクトマネジメント情報システム、会議、分析技法、変更管理ツール

プロジェクトコミュニケーション
マネジメント

「Ｚカード」／多重折参照カード、１対１のミーティング、Ｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ、ＯＨＳＡＳ１８００１労働安全衛生マネジメントシステム、イントラネット、オフショア開発、キャリアプラン（キャリアパス、キャリアカ
ウンセリング）、コミュニケーションシナリオ、コミュニケーションに対する要求事項の分析、コミュニケーションの管理、コミュニケーションの計画、コミュニケーション計画（コミュニケーションマネジメン
ト計画書の作成・合意）、コミュニケーション計画（コミュニケーション技術の活用）、コミュニケーション計画（コミュニケーション要求の分析）、コンプライアンス、コンプライアンス教育、シミュレーショ
ン・ゲーム、ステークホルダー・マネジメント、ステークホルダ間情報共有（コミュニケーション手段）、ステークホルダ間情報共有（課題共有）、ステークホルダ間情報共有（協力・すり合わせ）、チー
ム・ミーティング、トレーニング・セッション、ニュースレター、パートナーとのコミュニケーション、ブリッジＳＥ、プロジェクト実績情報（パフォーマンスレビュー会議）、プロジェクト実績情報（パフォーマン
ス情報の収集・編集）、プロジェクト実績情報（実績データ収集システム）、ポスター／ロードマップ、ワークショップ、外部委託、給与明細による通知、教育・訓練の実施方法、教育・訓練の評価方
法、教訓プロセス、掲示板やメールボックスを使った質疑応答やフィードバック、購買先プロセス監査、情報の配布、情報収集検索システム、情報倫理、組織全体のミーティング、組織論、内部統
制、捕捉連絡文書、労働衛生安全法、オンライン・コラボレーション・ツール、コミュニケーション・モデル、コミュニケーション技術、コミュニケーション手段、コミュニケーション方法、コミュニケーション
要求事項分析、パフォーマンス報告、ベロシティ、過去のベロシティ、会議、思慮深いコミュニケーション、自動化システム、情報マネジメント・システム、情報ラジエーター、情報配布ツール、専門家
の判断

創造力 問題発見力 環境変化に敏感になる能力（環境変化洞察の原則）、ＩＴを常に念頭に入れる能力（ＩＴ徹底利活用の原則）

俯瞰力 ＩＴＣコンテンツを活用する能力、戦略と実行を合わせる能力（戦略実行整合の原則）、全体視点で考える能力（全体最適の原則）

深耕力 人間関係を構築する能力、分析・評価する能力

継続力 持続的な成長を目指す能力（学習と成長の原則）

革新力 プロセスを改善・改革する能力、提供価値を問い続ける能力（価値創造の原則）

自分の考えを伝える力 プロフェッショナルの意識を持つ能力、経営者の「思い」を伝え組織を動かす能力（経営者牽引の原則）

相手の考えを理解する力 資質・適性を合わせる意識を持つ能力、効果的なコミュニケーションを行う能力（効果的コミュニケーションの原則）、論理的なコミュニケーションを行う能力（論理的コミュニケーションの原則）

共感を呼ぶ力 自己意識を持つ能力、協創意識を持つ能力、合意形成する能力、不一致領域の調和で合意形成を行う能力（集団的意思決定の原則）

ヒ
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コミュニケーション力

（実装）　プロジェクトマネジメン
ト手法
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